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例 

会

〇
三
月
例会

(
第
六
ニ
六
回

)

平
成
七
年
三
月
十
九
日(日)
正
宗
寺
本
堂
出
席
ニ 

十
四
名

浦
屋薫

副会
長
司会
、
和
田
茂
樹会
長
ぁ
い
さ
つ
に
つ
づ 

い
て
講
演
。

講
演
「子
規
と内

藤
世
南
」

幹事白田三雅氏 

終
わ
っ
て会
長
ょ
り古調
な
らび
に
民謡

調
「伊
予
の
湯
」 

の
紹
介
ぁ
り
。

〇
四
月
例会

(
第
六
ニ
七
回

)

平
成
七
年
四
月
二
十
九
日(日)
子
規記念博
物館 

出
席
五
十
名

総
会

平
成
六
年
度
事
業実

施
報
告並

び
に収

支
決
算
報

記 

録告
、
平
成
七
年
度
事
業
計画
並
び
に収

支
予
算
案
の
承 

認
。

記
念
講
演
(
子
規
博
講
演会
に
合
流)

「漱
石
と
子
規
，
松
山I

『坊
っ
ち
ゃ
ん
』
を
め
ぐ

っ
て
」

群馬大
学学
長平岡敏夫氏
 

〇
五
月
例会

(
第
六
二
八
回
)

平
成
七
年
五
月
十
九
日(金)
正宗寺本堂出席 

二十五名

浦
屋薫

副会
長
の
ぁ
い
さ
つ
と
講
師
紹
介
に
つ
づ
い
て 

講
演
。

講
演
「子
規
.

漱
石
.

伯厳
」

会

員頼

本冨

夫
氏



I 

はじめに

周
桑
郡
で
子
規
門
と
い
え
ば、
森
田
麗
と内
藤
五
郎
が双
璧
で
あ
る
。
義 

郎
に
つ
い
て
は、既
に
山
上
次
郎
氏
を
は
じ
め
多
く
の
人々

が
と
り
上
げ、
そ 

の—

的
な
歌
風
と
子
規
に
愛
さ
れ
た
こ
と、
晩
年
の
漂
泊
の
人
生
が
語
ら
れ、 

多
く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る。
一
方、内
藤
五
郎
は穏
や
か
な
詹
で
、 

地
方
の教
員、
村
治
に
終
始
し
た
こ
と
か
ら
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い。
今
回、 

嗣
添
彦
氏
(奪
宗
玄
)

の
格
別
の
觀
慮
に
ょ
っ
て、
子
規
を
敬
慕
し、 

^

を
愛
し、
地
方
の̂

壇
#̂
!
:

て
た
生
き
か
た
を
垣
！
る
こ
と
が
で
き 

た
の
で、
以
下
に
そ
の概
要
を
記
し
て
大
方
の参
考
に
資
し
た
い。
文
意
未
熟 

に
よ
る
誤
解
の
な
き
こ
と
を
希
む
も
の
で
あ
る。

ニ生いたちと経歴

内

藤
五
郎
萌
治
4

年
5

月
24
日丨
8

^
21
年
10
月
10
日、
ー
八
七ー
ー
ー
 

九
四
六)
は、旧
桑
村
郡
三
芳
：^
屋、内
藤
久
五1

義
の
長
男
と
し
て
生 

ま
れ
た。
そ
の
出
自
は
大
織
冠
藤
1

足
の
裔
孫
で、
^
に̂
あ
っ
た籐
原
元 

清
に
つ
な
が
る。
秀̂
!
亡
後
に
仕
え、
柔郷
の
押

^

^
で
あ
っ
た。 

の
ち、戦
国
のこ
ろ
故
あ
つ
て
伊
予
に
下
り、
桑
村
靈
遠
原
に
住
み
、
橘郷
 

八
千
石
を
領
し、
地蔵
の
浜
で
討
死、
そ
の
子
1

大
目
と
し
て
長
宗
我
部
元 

親
に
服
し、
天
正13
^

^
早
川
隆
景
と戦
ぃ
野々

市
原
に戦
死、
そ
の
子
は
河

白 

田

三

雅

野
通
直
に
仕
え
た
が、
河
野
氏
が
竹
原
に
移
っ
た
の
で
農
間
に
下
り、
江戸
時
代 

に
は
三
芳
村
の庄
屋
と
し
て栄
え
た。
祖
父
義
伍
の
頃
こ
の
地
は
天
領
(幕
府 

1

で
あ
っ
た
た
め
長
州
征
伐
に
農
兵
隊
を
率
い
て参
加、
維
新
の
折
土
佐
藩 

に
占
領
さ
れ
て
家
財
を没
収
さ
れ、
特
に
姓
名
を
^

^
る
事
態
に
至
っ
た。
五 

1

は
こ
の1

の
中
に
育
っ
た
の
で、
少
年
の
頃
よ
り
辛惨
を
な
め
親
類
の 

^
を
得
るこ
と
が
多
か
っ
た。
そ
の閲
歴
を
み
る
と、

明
治14
年
地元必明小学
校
入学
。

同
16
年
母
の
響
で
あ
る
川
之
江
の
城
山
小学
校
に
入
る
。

同
18
年
新
居
郡
擇
善
小学
校
に
入
っ
て
お
り、
そ
の転
校
は
お
そ
ら
く 

親
類
の
援
助
も
か
か
わ
っ
た
で
あ
ろ
う。

同
22
年国

安
村籐

村)
の
小学
校1

生
と
な
る。

同
24
年
12
月
小学
^
8

露教

員
免
許
を
得
る
。

同
30
年
12
月
小学
校
正教
員
免
許
を
得
る
。
こ
の
間
翁
は真
摯
に学
ん 

だ
よ
う
で、—

に
は
多
く
の辞
書
な
ど
が8

で
！̂
手
に写
 

さ
れ
た
も
の
が残
っ
て
い
る。

閑
話
休
題。
私
の
知
る
と
こ
ろ
で
は、
松
前
町徳
丸
の
高
忍
比売
0

の
祠 

官
の
後
藤
正
利
翁
も、当
養
和辞
典
が
買
え
な
く
て
借
用
筆写
し、
更
に
英 

語
リー
ダ
筆写
し
た
と
い
う。
嗣子正健氏によれば、
正利翁は



リー
ダ—
を
和訳
し
た
の
ち
再
度
英訳
し
て

一

8

1

相
違
が
な
か
つ
た
と
い
う。 

こ
の
よ
う
な
五
郎
翁
の
努
力
を
み
た
叔
母
日
野実
子
刀
自
の
配
慮
で
あ
ろ
う

か、
明
治31
麗
署
擊
校
に
入学
、
同
年
夏
休
に塁

羅
震
通
信
書
記 

補
の
ァ
ル
バ
ィ
ト
を
し
て
い
る。
同

34
^

0

気

嘉
み
退̂
6郷
静
養
す
る。 

明
治35
年
4

月28
日
士
ロ
井
村
峯
校
訓
導
。

同
42̂
0月
よ
り国
安̂
校
訓
導。

大
正
元
年11月̂

！び
吉
：^

へ転
ず
る。

同
13

年
4

月
士
ロ
井
：
6

^

に
選
ぱ
れ
る
が、
助
役
は
名誉
職
で
|

の 

た
め、
兵
事.社
事
係
を
兼
ね
て
生
活
に
資
し
た。

§

16垄
异
村
1
に
選
ば
れ、
終—

の
公̂
^

に
よ
り辞
任、
昭 

和21
年
10

月10
日、
76歳
で
そ
の
生
涯
を
享
え
る。

翁
は
生
地
三
芳
村
を
愛
し、
次
の
歌
を
よ
ん
で
い
る。

ふ
る
里
は
昔
一
茶
が
1

寺
の
花
に
宿
り
し
ィ
ヨ
の
中
村 

北
に
世
田
南
に
一
^
東
御戸
燧
灘
風
は
ぐ
く
み
し
村 

松青
し
砂
白
た
へ
に
水清^
^

明
：̂

の
は
ぐ
く
み
し
里 

ニ
組
の
桐
の
ご
紋
の
？！
^
に
明
治
の
輩
輝
き
し
村 

西
は
杉
#
^
氏黒
本
は
我内
藤
氏
三
庄
屋
三
芳 

小
さ
け
れ
ど
天
領
の
庄
屋
柔
七
近郷

^
一
に
仰
が
れ
し
吾
が
家 

翁
は、号
世
南、
鐵
北、
玄
元
草
庵、
屢
、
霜
、
晩
春、
吉
堂、
菊
子、 

為
女、亀
女、
靈
、霊

が
あ
る
。
な
お
諱
馨
義
と
い
つ
た
。

三子規との交遊 

世
南
翁
が
子
規
立
父
ゎ
っ
た
の
は、
明
治

28
年
子
規
の
馨
で
活発
に
な
っ
た 

松
風会
に参
部
し
て
い
た
同
僚
の
士、餐
仁
里
、
！̂

里
庵
に
葬
さ
れ
た
こ
と

に
始
ま
る。
な
お、
八！

^

宅
に
極
謹
よ
り
「ほ
と、
ぎ
す
」
—
要
請
の
書 

簡
が
あ
り、
そ
の
頃
か
ら
子
規
に
近
づ
い
た
よ
ぅ
で
あ
る。
そ
の
#

の̂
第
一 

は
翁
が
松
風会
に参
加
し
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る。
明
治

29

年
^
俳
句
に
つ 

い
て
質
し
た
の
に対
し
て応
え
た
も
の
で、
末
尾
に
奉
賀
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら 

明
治30
年
初
頭
に届
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る。

手
紙㈠通

標
ノ
俳
家
ハ
我
堂
ノ
俳
句
ヲ
見
テ
詞
ガ
荒
力
マ
シ
ィ
ト
云
フ
然
レ 

ド
モ
馨
ノ穏
ナ
リ
ト
云
フ
句
ハ
日
常
ノ
璧

1

ト
シ
テ
耳
慣
レ
ケ
ル
ガ為
ノ 

ミ
俳
句
ハ
美
文
ノ

I

種
ナ
レ
バ
通
常
ノ
言
語
卜
ハ
多
少
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
キ 

ニ
非
ズ
又
通
常
ノ
言
語
ヲ
用
フ
ル
モ
必
ス
其
善
キ
所
ヲ
採
ラ
サ
ル
へ
カ
ラ 

ス
サ
レ
ハ
我
堂
ノ
俳
句
ハ
第
一
ニ
詞
ノ
懈

她
即
タ
ル
ム
ヲ
嫌
フ
(是
ハ
我 

々
ノ̂8

ニ
非
ス蕪

5
1̂

集
ナ
ト
ハー
句
モ
タ
ル
ミ
タ
ル
モ
ノ
ナ
シ

) 

月並
者
流
ノ
言
語
ハ
常
ニ
此
嫌
フ
所
ヲ
犯
セ
リ
賽
ノ
言
語
ノ
た
る
み
ヲ 

避
ク
レ
ハ
則
可
ナ
リ
又
雅
言
謹
5

ヲ
用
フ
ル
ハ
調
和
如
何
ヲ
顧
ル
ヲ
先 

ト
ス
堅
ク
ロ
シ
キ
カ
必
ス
シ
モ
善
キ
ニ
非
ス
要
ス
ル
二
言
語
ハ
趣
向
ニ 

伴
フ
趣
向
ノ
如
何
ハ
||11呈00
ヲ擇フノ着眼点也此等
ノ訳
ヲ解シテ
始 

テ
我
堂
ノ
俳
句
ヲ
論
ス
へ
キ
ノ
ミ
右
ハ
^
^
ノ
俳
家
ニ対
セ
ラ
ルヽ

ノ 

御
辨#
ノ#
迄̂
ニ
奉
#
ス

さ
ら
に、
そ
れ
に
つ
づ
く
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
に
次
の
手
紙
が
あ
る。
こ 

れ
は
翁
が
周
桑
郡
の
同
人
の
句
選
を
た
の
ん
だ
の
を断
っ
た
も
の
で、
そ
の
後 

^

は体
調
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る。

手
紙㈡I

返
璧
度8

之
た
め
遷
延̂<1

「日—

御
海
涵
^
%̂
衰̂
弱
之

- 2 -



た
め
俳
句
の
評
点
は当
分
相
こ
と
わ
り
申
！

左
1

承
知
被
下
度
候

早々

八
月I
日 

規 

内

藤
詞
兄

さ

ら

に
9
月

23
日
の
次
の|
^
が
あ
る。
こ
れ
は内
藤
鳴
雪
の
住
所
を
尋
ね， 

た
の
に応
じ
た
も
の。
な
お、
子
規
の
句
は
『子
規
全
集
』
(講談：̂
)
に 

^

載
の
も
の
で
あ
る。

手
紙
㈢

拝
復

内

纛
雪
翁
詹
ハ 

東
一
果郷
区
真
砂
町
十
八
！

ニ
候

蠢
返
囊
 

匇
"

九
月
二
十
三
日 

子
規

世南詞兄秋草の数
に入りけり蘭の花 

翁
は、
こ
の
後、
鳴
雪
に
自
分
の
雅号
を
求
め
た
よ
ぅ
で、
鳴
雪
か
ら
は
「 

¢
¢
1」

，

1
1
0
1
1

を
選
ぶ
も、
な
お
「世
南
」
で
よ
く
な
い
か
と
答
え
た
一 

通
が
別
に残
さ
れ
て
い
る。
手
紙
の
そ
れ
ぞ
れ
の
：̂

は
あ
る
が
日
付
は
は
つ 

き
り
せ
ず、
明
治30年
と
だ
け
ゎ
か
る
の
で、
翁
の
上
京
前
の
交
流
は
こ
れ
で 

了
っ
て
ぃ
る0
翁
は、
明
治31
1
^
月28
日
着
京、
1
¢
#
^

^
校
(早稲
田) 

に
入学
す
る
が、残
さ
れ
た
記録
に
よ
る
と、
上

1̂
0

後
の
土
曜
日
よ
り
羞 

庵
句会
に参
加
し
た
よ
う
で、
緩毎

月
渠
庵
、虚
子
庵、
早稲
田、
十
句 

集
の
句会
に
欠
か
さ̂
会̂
し
た
と
あ
る。

明
治31
年
頃、
子
規
に断
つ
て
持帰
つ
た
句
八
禱
三
去
ば
か
り
の
ぅ
ち、 

次
に掲
げ
る
も
の
は
子
規
の
筆
跡
で
あ
る。

灌
佛
を
視
い
て
通
る
旅
路
哉 

江
の
中
に
洲
少
し
あ
り
花
薄 

穗
薄
の
押
し
倒
さ
れ
し
出
水
哉 

山
里
や
筍
に
飽
く麦
の
飯 

庭
荒
れ
て
蜘
の囲
多
き
薔
薇咲
ぬ 

桔
梗
に
足
を
延
は
す
や
竹
枕 

な
お、
こ
れ
に
は
極
堂
翁
の
次
の
書
簡
が
添
え
ら
れ
て
い
る。

貴
家
御
襲蔵
の
左
の
七
句
乃
ち

灌
佛
を
視
い
て
通
る
旅
路
哉 

江
の
中
に
洲
少
し
あ
り
花
薄 

穗
薄
の
押
し
倒
さ
れ
し
出
水
哉 

山
里
や
筍
に
飽
く麦
の
飯 

庭
荒
て
蜘
の囲
多
き
薔
薇咲
ぬ 

桔
梗
に
足
を
延
は
す
や
竹
枕

こ
れ
ら
は
明
治卅
ニ、
三
年
頃
の
子
規
庵
に
お
け
る
句会
の
際、
子
規
の 

記
し
た
る
紙
片
と
^
^
其
席
に
出
席
し
た
る
世
南
君
が
貰
い
ぅ
け
て帰
り 

し
も
の
と
想
は
れ
候虚
子
氏
亦
こ
れ
を
認
め
候
は
も
は
や
疑
ひ
無
之
候
お
需 

め
に応
じ
て
此
事
を
記 

黯
ニ
土
ハ
年
九
月
二
十
日

柳
原
極
堂
印

内
藤
鋼
彦様



こ
の
ぅ
ち、
ニ
句
は
『子
規
蠢
』
に

-

^

っ
て
い
な
い̂̂
見
の
も
の
で、 

記録
に
よ
る
と、
明
治
31
年
の
も
の
と
確
認
さ
れ
た。

こ
の
ほ
か、遗
宅
に
は
鳴
雪
の
家
を
尋
ね
た
と
き
そ
の
順
路
を
子
規
が
半
紙 

に
書
い
て与
え
た
も
の
が
あ
る。
ま
た、
別
に
在研
中
に
も
ら
っ
た
次
の
年
賀 

状
が
あ
る。

賀状
赤
門
の
橙
ち
さ
き
か
ざ
り
哉 

年こ
/'

に
新
た
な
る
梅
の蕾
か
な 

御
所
の
門
門
松
も
な
き
尊
と
さ
よ 

門
番
に餅
を
た
ま
ふ
や
松
の内
 

裾
を
引
く
妻
の
立
居
や
三
ヶ
日 

裏
門
の
輪
飾
り
人
に
取
ら
れ
け
り 

め
で
た
さ
も
一
茶
位
や雑
煮餅
 

病
床
に
蜜
柑剥
く
な
り
屠
蘇
の酔
 

賀
正新

年
め
で
た
く
候 

皆様
め
で
た
く
候 

私
も
め
で
た
く
候 

明
治卅
ニ
年
一
月

4

示
下
谷区
上
^
町
八
十
二
番
地

正
岡
常
規
 

な
ぉ、
子
規
庵
の
蕪
村
忌
に
も参
加
し、
そ
の

32

年、
翌33
年
の写
真
が
大 

切
に蔵
さ
れ
て
い
る。

四子規敬
慕

翁
は、
早稲
田1

後
霞
—
と
し
て
世
に
出
る
心
算
だ
っ
た
よ
う

だ
が、 

明
治34
^

8
気
を
病
み
心
な
ら
ず
も帰
郷
し
た
の
ち、
吉
井
村
小学
校
訓
導 

と
な
り、
か
た
が
た
叔
母
日
野
家
の
家
庭教
師
を
し
た
よ
う
で
あ
る。
そ
の
間 

同
僚
の
渡
部
一
舟
.

志
賀
仁
里.
覆
里
庵
な
ど
と
句
作
に
は
げ
み
、短
歌
に 

し、
子
規
へ
の
敬
慕
を
深
め
た
よ
う
で、
時
折
の
句
や
歌
に
そ
の
心
情 

が
吐
露
さ
れ
て
い
る。

子
規
堂
再
建

千
万
の
#̂
は
み
の
る
豊
秋
に
う
れ
し
き
こ
と
を
き
く
ぞ楽
し
き 

子
規
庵
の
お
も
ひ
出
の写
真
ひ
ら
き
を
り
い
で
湯
の
街
の
初
秋
の
あ
さ 

君
逝
き
て
見図
に
て
し
ら
れ
し
田
端
の
里
に
魂
魄
し
つ
む
り
ぬ 

歌
人
の
君
の
ふ
さ
わ
し
き
く
れ
竹
の
根
岸
の
里
の

^

8

町 

素
子
はて
自
ら
は
股
の
肉
をとら
れ生
死
の
中
を
さ
ま
よ
ふ
あ
は
れ 

子
規
堂
の焼
け
て
も
子
規
忌
贈
り
や
る
句
や
す、
ま
ず
秋
風
^
に蹲
ま 

る
翁
は、
昭
和0年
1
1
^
8

；祭
の
折、
吉
井
村
髮
と
し
て
上
京
し、
子
規 

庵
を
訪
ね
て
律
子
刀
自
に
逢
い、
往
古
を

偁
ぴ
遣
愛
の
菊
苗
及
び
山
吹
の

I

枝 

I

ら
い
受
け、
士
ロ
井
の
自
宅
で
愛
育
し
た。
そ
の
心
情
が
次
の
句
と
歌
で
う 

か
が
わ
れ
る。

子
規厣
の
菊
を数
へ
て
た
む
け
け
り 

子
規
庵
の
菊
を
「蕪
翁」
と
名
つ
け
け
り 

貴
にあ
ら^

0

一重あ
ら
ぬ平
凡
の
菊
よ
子
規
庵
の
庭
の
!̂
?よ 

つ、
ま
し
き君
に
こ
た
へ
て
こ
の
菊
は
千
秋
に
千
秋
吾
あ
る
か

も

一  4一



そ
の
山
吹
は
今
も
三
芳
の
鋼
彦
氏
方
を
彩
っ
て
い
る
が、
菊
は戦
後
に
惜
し 

N
4
0
0

れ
し
た
ょ
，
？で
あ
る。

五地方俳壇の指導 

世
囊
は
、
松
風会
に
加
わ
り、
以
降
一
貫
し
て
「ほ
と
と
ぎ
す
」
に参
描、 

子
規
に一一̂
堂
し
た。
そ
の
後、
渡
部
一
舟
な
ど
と
む
す
ん
で稲
里
庵会
. 

周
藻会
な
ど
郡内
の
俳
人
と
と
も
に
後
進
を
育
て
る
の
に
つ
と
め
た。
さ
ら
に、 

峠
を
越
え
て1

の
加1

狂
〔徹
太
郎
の
ち
梅
夏)
ら
の
グ
ルー

プ
(無声
 

<
1
¢

と
む
す
び
盛
ん
に
交
流
し
て
い
る。
な
お、
大
正
か
ら
昭
和
に
入
っ
て
「 

ァ
ザ
ミ」
な
ど
に
ょ
り、
以
下
の
人々

と
交
り
子
規
派
の
育
成
に
努
め
た。

大
正1
2

渣

「番鋈

」

舟
水、
鷗
民、
月
舟、掏
泉、
光
水、
玉
楠、
蕉
雨、
き
く
泉 

錯
2

年
「ァ
ザミ
」

菅
麻
車、
#

^、内
藤
世
南、
喜
雪、
秋
タ、清
香、
愛
香、
秋
山
梅
王、 

佐
藤ー

枝萇

野
ニ
丸
山
竹
梅
宴
野
ニ
川
又
吾
妻
橫
^
^
波 

多
1

水
(伊
予)
、武
田
露
山
、武田香月

(伊予)、
寺 

町
松
月
(伊予
)
、
蠢
耕
人
(章
)
、
正
居、
照
月、静
女、
玉
泉、 

関

谷
さ
し
桃(松
山)
、
天
鼓、
八̂
^
舟
女
(松
由 

「徳
田3

」

「珠
畓
社
」

'
.

徳
田
村 

大沢
疑
陶 

多3
¢
?

 

越
！

百
女、
豊
島
標
月 

士异
村 

今
井
1

、

I

茂稲
 

新
居
郡 

農
重
女
、
藤
原
公
子
女

昭
和2
年
「旭桜
吟
社
」

神
馨
水
、
豊
島
旭
山、
豊
蠢
水
、
繁渓

水
、
西

3
8

水、徳
永
愛 

華、
豊
島
聚
月 

六短歌を楽
しむ 

翁
が、
子
規
に
直参
し
た
の
は
短
歌
革
新
を説
い
た
明
治
31
年
か
ら
で
あ
っ 

た。
勿
論
同郷
の
森
田
蠢
も
こ
の
時
期
子
規
門
と
な
る
。
こ
こ
で
と
も
に学
 

び
や
が
て帰
郷
、
叔
母
日
野実
子
よ
り
添
削
を
求
め
ら
れ
る
に
及
ん
で、
作
家 

の
心
構
え
か̂

6

導
に
あ
た
っ
た。実
子
は
や
が
て
「心
の
花
」
で
認
め
ら
れ 

る。
元来
、実
子
は
幕
末
よ
り
盛
ん
で
あ
っ
た
歌
人
に学
ん
で
古
今
調
に
親
し 

ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
が、
翁
に
よ
っ
て
開
眼
さ
れ
る
の
で
あ
る。
ち
な
み
に 

「心
の
花
」
に
は
西̂3

身
の
石
搏
^
が̂
い
た
の
で
そ
の縁
も
あ
っ
た
で
あ 

ろ
う
。
翁
は実
子
と
の1

か
ら
歌
を発
表
す
る
こ
と
を
控
え
た
が、
そ
の
遣 

作
に
は
心
に残
る
も
の
が
多
い。
次
に
そ
の
風懐
を
あ
げ
て
お
く。

昭
和11霍

子
追
悼

か
く
ば
か
り
大
往
生
を
と
げ
ま
し
ぬ
古
り
に
き
か
も
よ
わ
れ涙
の
む 

玉
章
の
う
れ
し
き
ほ
か
に
う
れ
し
き
は気
高
き

I

日
初
た
よ
り
哉 

子
く
ゾり
て
蝶
の|

つ来
ぬ
木
の
芽
田楽
す
なる
く
り
屋
に 

取
あ
え
ず
ヵ
ッ
プ
に挿
すや
寒
ア
ヤ
メ灯
にす
け
る水
は
堅
水
の
水 

甲
子̂
"

元
日
は
う
れ
し
二
日
は
い
と楽
し
み
や
三
日
お
し
く
も
タ
暮
れ
と
な
る 

復
興
の
都
の
春
や
い
か
に
ぞ
と
年
の
初
を拝
む
に
つ
け
て
も 

新
し
き
年
に
あ
ふ
せ
の
鼠
ど
ち
ち
ゅ
う
-
—

雀
の
笑
ふ
き
ぬ'
 ̂

新
し
き
年
は来
に
け
り
皆
人
の
希
望
に
も
ゆ
る
年
は来
に
け
り
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山
茶
花
の
ふ
と
め
に
つ
き
し
そ
の
日
よ
り
降
る
鳥
の
立
日
も
い
と
ぐ
さ
び
ぬ 

る病
み
に
や
み
あ
ま
り
に児
等
の
病
み
ぬ
れ
ば
わ
れ
罪
の
如
妻
に
く
や
し
む

か、
な
へ
て
四
十
九
日
と
な
り
に
け
り
秋
と
果
て
ぬ
る
さ
び
し
み
の
底

昭
和I

五
稔
庚
辰
の
正
月
に桧
垣
大
人
へ

紀
元
こ、
に
ニ
千
六
百
喜
美
が
名
の
多
都
の
春
こ
そ
幸
く
ま
し
ま
せ

明
治
大
正
昭
和
の
三
代
事
へ
な、
そ
路
六
坂
わ
れ
は
越

燊
ぬ 

蠢

七先
翬知己

翁
が、
そ
の
天
資
に
加
え
て
人
格
形
成
に
大
き
い働
き
を
し
た
の
は
先
輩
知

己
で
あ
ろ
ぅ
。̂
^
は
勿
論
で
あ
る
が、
同郷
の
^,内
藤
鳴
雪
は
同
姓
の

こ
と
も
あ
り
親
近
し
た
よ
ぅ
で、
そ
の
交
流
を
示
す
も
の
は
多
い。
ま
た、
子

規
門
で
は虚
子.
碧
1

を
は
じ
め、
極
堂.
霽
月
.
：̂

:̂
.
下
村為
山

な
ど
に
兄
事
し
た。1

田
同学
の
！̂
^

を
子
規
に
紹
介
し
た
の̂
?

で、

の
ち
代
讓
士
に
な
っ
て
か
ら1
父
流
が
絶
え
な
か
っ
た。
暴
田
の
頃
、
志
賀

重昂

の学

風
基
いよ -

#

講したと記している。
同
友
に
庵
.志

8
¢
,!

里
.

^
^文
狂
ら
が
い
る。
の
ち
に
政
友4羅
務
と
し
て
、

¢
1
1

し
た
河
上

哲
太
：̂
え
子
で
あ
る。
そ
の
他
^
同̂
門
の
人々

と
は
折
り
に
ふ
れ
交
わ
り

を
重
ね
た。
晩
年、
司
法
書
士
で
あ
っ
た
村
上
半
次
氏
を
愛
し、

1

の
宿
直
室

で
囊
に
な
る
ま
で灯
も
つ
け
ず
に
話
し
こ
ん
だ
と
い，

备
話
も
あ
る
。温
厚

篤実
の処
世
ぶ
り
は残
さ
れ
た
記録
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る。
次
に
和
歌
と
俳

句
を掲
げ
て
お
く。

村
上
兄
に赛
月
翁
、
重
堂
再
建
に尽

力)

白
玉
の
よ
し
包
む
と
も
埋
む
と
も
や
が
て
光
の
あ
ら
は
れ
に
け
る

柿
の
！̂為
山
カ
ス
テ
一
！
子
^
^じ̂

1̂
1

せ
ん
べ
：

3
¢

梧
よ
系
ん

(九、
一九)

漱
石
忌
何々

よ
け
ん柿
の
子
規
せ
ん
べ
い
鳴
雪
碧
梧
よ
う
か
ん 

虚
子
碧
！̂
竹
な
ど
と
訪
ひ
し
笹
の
根
岸
の^?
町
(

一
二
九
) 

虚
子
庵
の
梅
の
消
息
冬
の
雨 

碧
1

氏
移
居
I

10
年秋
)

見
た
ま、
に
願
の気
嫌
を
笹
鳴
け
る 

極
堂
洗
心
庵
に
移
居(
£
20
年
)

炉
あ
た
た
か
に
故
人
夢
み
る昼
も
あ
ら
ん 

八むすび
 

世
南
翁
は、
遊学
中
の1

に
よ
り
志
望
を
す
て
た
が、
野
に
か
く
れ
た
る 

子
規
派
の
一闘
将
と
い
え
よ
う
か。残
さ
れ
た
記録
や
句
歌
を

18̂

成
し
て
後 

世
に伝
え
る
こ
と
を
期
待
す
る^8¢

で
あ
る。
今
回
は
そ
の
一
端
を
記
し
て
翁 

の1

を
し
る
よ
す
が
と
し
た
い。
な
お、
お
わ
り
に数
句
を
し
た
た
め
て
お 

こ
う
。萩

の戸
や
女
の
子
出
て来
て
猫
を
呼
ぶ 

読
書
子
に
枝
豆
の
あ
り灯
の
澄
め
る 

大
牡
丹
を
ゆ
ゆ
し
く
活
け
て
年
賀
受
け 

命
借
し
む
日
灸
三
里
や
梅
雨
の
入
り 

甲
子
新
:̂

詠

め
で
た
け
れ
ば
も
の
皆
め
で
た
松
の内
 

帳
祝
の
帳
に
も
句
か
や
歌
も
か
や 

立
春
大
吉

花
こ
と
ば
そ
の
初
夢
や
占
は
ん 

は
つ
秋
や
瑠
璃
よ
り青
き
余
吾
の
湖 

な
お、
翁
は
日
本画
を
よ
く
し、
日
野
松
太
郎、青
野
岩
平
な
ど
と
詩
文、 

画
を
か1
父
遊
し
て
い
る。

5I

成
七
年
三01̂

会
—

)

通
事
)
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こ
の
住
宅
平
面図
(次
頁)
は
昔
か
ら
私
の
家
に
あ
っ
た
も
の
で、
こ
の図
 

面
の
ま
ん
中
ど
こ
ろ
に
興
産
社
と
あ
る
と
こ
ろ
の
ま
上
が
私
の
家
で
あ
る。

そ
の
右
の
「三
穗(神
)

社
」
と
あ
る
と
こ
ろ
は、
今
は、
お
宮
が
他
へ
移 

っ
て
な
い
が、
大
原
其
戎
の
「其
戎
」
の号
に縁
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
！！！！：

社
の
祭
神
は、
安
芸
の
直
よ
り勧
請
し
た
も
の
で
、

「，お
え
び
す
さ 

ん」
が
お
ま
つ
り
し
て
あ
っ
た。

「其
戎
」
の
「戎
」
は
え
び
す
と
訓
む
字
で、 

そ
の
上
の
「其
」
は、
父
親
の
俳号

「其
澤
」
の
「其
」
を
受
け
つ
い
だ
も
の 

で
あ
る。

そ
ん
な
わ
け
で、
其
戎
の
家
は、こ
の
1

の
示
す
と
お
り、
三
穗0

ま 

で
二
十
八
間
あ
ま
り
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

そ
れ
で、
其
戎
の
句
に
も，

初
！<

が
ほ
す
る
や

1
1

" ^
向
ひ
同
士
 

其
戎 

と
い
ぅ
の
が
あ
る。

こ
の
三
穗
建
の
す
ぐ
左
角
が
「中
仕
寄
場
」
で、
私
の
塞
蔑
か
ら
そ 

う
呼
ん
で
い
た。

「中
仕
」
と
い
う
の
は、
荷
船
か
^
^

物
を
お
ろ
し
た
り、 

積
ん
だ
り
す
る
男
衆、
屈強
の
男
性
が
大
蠢
60
め
て
い
た
所
だ
っ
た
が、
今
は 

理髪
店
に
な
つ
て
い
る。

そ
こ
の3

0

に、
大
き
く横
に
北
夷
子
町
と
あ
る
の
は、
勿
論、
え
び
す
社

森 

元四郎

の
北
だ
か
ら、
と
い
う
わ
け
で
あ
る。
そ
の
後、
こ
の
町
は
三
津栄
町
と
い
う 

よ
う
に
な
り、
町内
会
の
名
も
「裴会

」
、
老
人
ク
ラ
ブ
も
「北栄
寿
会
」 

と
呼
ぶ。

私
の
こ
の
家
も、
こ
の図
面
の
森
の
下
半
分
で、
そ
の
地
所
は、
上
の
「三 

穂
町
」
へ
通
り
ぬ
け
に
な
っ
て
お
り、
そ
の
上
半
分
が
私
の
生
家
で、
こ
れ
か 

ら、
よ
く
今
日
の
話
に
出
る
ひ
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
私
の
父
の
父、
森栄
次 

郎
こ
と
森
連
甫
の
家
で
あ
る。

下
半
分
の、
今
私
の
い
る
と
こ
ろ
は、
父
の
姉
が
分
家
を
し
て、
養
子
を
迎 

え
た
と
こ
ろ
で、
そ
こ
の
一^
が
次々

と
若
死
に
を
し、
田
建
か
ら
養
子
に来
 

た
人
も
な
く
な
っ
た
の
で、
私
が、
父
の
姉
の
家
を
つ
い
だ
も
の
で、
分
家
だ 

か
ら
苗
字
も
か
わ
っ
て
い
な
い。

そ
ん
な
わ
け
で、
其
戎
さ
ん
の
家
は、
私
の
家
の
4

^
め
向
う
側
に
あ
っ
た 

の
で、
其
戎
さ
ん
は、毎
日
の
よ
う
に、
私
の
家
へ
遊
び
に来
た。

其
戎
は
で
眉
秀
で、

.^
長
く、
鼻
す
じ
が
通
っ
て、
や
せ
が
た
で
背
高 

く、
お
だ
や
か
で
世
事
に
こ
だ
わ
ら
ず、
人
と
の
囊
も礼
儀
正
し
く、
そ
の 

お
だ
や
か
な
姿
は
長
者
の
風
格
が
あ
っ
た
と
い
う。
日
常
の
生
活
は、
私
の
父 

の
こ
とば
で
い
う
と単
素、
つ
ま
り1

質
素、
服装
も
た
い
て
い
十徳
姿
で 

あ
っ
た
が、
夏
は̂

に
ニ̂
も
あ
ろ
う
と
い
う
大
き
な
鯉
を
染
め
ぬ
い
た、

— 1-
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そ
の
頃
と
し
て
は
は
で
な
浴
衣
を
着
て、
腰
に渋
う
ち
わ
を
差
し、
雪駄
を
チ 

ャ
ラ
チ
ャ
ラ
と#1

を
た
て
な
が
ら
「連
甫
さ
ん、
お
い
で
る
か
な
」
と
お
い
で 

'に
な
つ
た
と
い
う。

さ
て、
こ
の
曆
は
い
つ
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
か。
爵
の
「三
穗
社」
は、 

正
し
く
は
「三穂
0

」
と
い
う。
そ
の
三¢6：

は、
こ
の辺
り
で
は
醫 

の
お
宮
で、
文
政
六
年(
一
八
二
三)
の—

に
も、
海
に
面
し
た
こ
の
位
置 

に
見
え
る
が、
明
治
十
九
年
に
は、
北
の
川
口
へ
移
っ
て
い
る
か
ら、
そ
れ
以 

前
の図
面
た
と
判
る。

な
お、
こ
の
三
糖
神
社
の
下
右
に
「興
産
社
」
と
あ
る
の
は、国
立
銀
行
が 

黑
一
一
年
に発
足
し
た
の
に対
し
て、
民
1

行
類
似
の
金
融
機関
の
こ
と 

で、
昔
の
本
町.
紙
屋
町
等
の
伊
予餅
.
綿
花
業
者
の
資
金関
係
を
助
け
た
も 

の
ら
しく、
明
治|

三̂
^

で
に県
下
で
九
行
あ
り、
中
予
で
は、温
泉
郡
本 

町
の
興
！̂
社
が
栗
田与

三(栗
田
樗
堂
の
家)
を
頭
取
と
し
て発
足
し、
明 

治
四0
年
頃
に
は
仲
田
銀
行
と
な
り、1

し
て
い
つ
た
と
い
わ
れ
る。

こ
れ
ら
の
こ
と
は、県
史、
社会
経
済
の
④
の
七
九
べー
ジ、
な
い
し
は
ニ 

六
四
ぺー
ジ
を
ご覧
い
た
だ
き
た
い。

そ
ん
な
わ
け
で、
こ
の
「興
産
社
」
と
あ
る
の
は、
^

の
&昆
相
手
の
金 

融
機関
の
一
つ
と
考
え
ら
れ、
今
日
の
「商
工
罢
」
の
よ
う
な、
そ
ん
な
格 

好
の
よ
い
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
ぬ
が、
大体
、
時
期
は
明
治
ニ
〇
年
ま
で 

の
頃
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
の
で
は
と
思
う。

と
す
る
と、
子
規
が
極
堂
と
二
人
で、テ
ク
テ
ク
と松
山
か
ら
其
戎
に
俳
句 

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
に来
た
の
が
明
治
ニ

0

年
の
七
月
と
さ
れ
て
い
る
の
で、 

1
+
¢

が̂
?

に
目
を
ひ
ら
い
た
と
い
う歴̂

8

に
大
き
な
の
環
境
は、
大

一  8一



体
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
考
え
て、
大
き
な
見当
ち
が
い
はなか
ろ
う 

と
思
う
。

そ
の
明
治
ニ0
年
と
い
う
の
は、
一
八
八
七
年
だ
か
ら、
ふ
「年
か
ら

 

一0
八 

年
前
の
こ
と
に
な
る。

そ
の
時
の
こ
と
は、

に
同
行
し
た
極
堂
の
本
『友
人
子
規
』
の
一
三
八 

ベー

ジ以
下
に
く
わ
し
い。

一
度
子
規
を
訪
問
す
べ
く
予
は
玄関
に
入
る
と
隣
へ
廻
っ
て
く
れ
と
の
こ 

と
で
…

…

(以一
^
)
。

そ
れ
に
よ
る
と、
其
戎
の
こ
の
家
は
二
階
建
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。

当
時
の
そ
の
家
は残
っ
て
お
ら
ず、
只
今
で
は
村
島
さ
ん
と
い
う
方
が
管
理 

し
て
お
ら
れ、写
真
は
こ
と
し
一
月写
し
た
も
の
だ
が、
う
し
ろ
の
高
い
ビ
ル 

は、
石
崎
汽
船
の
本
社
で
あ
る。
『
マ
ッ
プ
ル
.

松
山
市
』
に
よ
る
と、
松
山 

市
三
津 
一
丁
目
四—
九
に当
た
る
と
こ
ろ
で、
そ
の
ま
裏
餐
戎
さ
ん
の
お
宅 

で
あ
っ
た。

な
お、
こ
の
石
崎
汽
船
の
本
社
ビ
ル
は、県
庁
や
11

-̂荘
を
手
が
け
た
木
子 

七
郎
が
大
正
士
ニ
年±

1

月
に
完
成
さ
せ
た
本
格
的
譯
建
築
で、総
工
費
三 

万
八
千
三
百
六
十
六
円
だ
っ
た
と
い
う。

そ
の̂
5

が
其
戎
さ
ん
の
お
家
だ
っ
た
が、
そ
の
家
は、
私
の
子
供
の
時
に 

は
す
で
に
な
く
な
っ
てお
り
、
別
の写
真
(昭61.
11. 
5
)

の
よ
う
に、
古 

ぼ
け
た̂

に
な
つ
て
し
ま
っ
て
い
た
が、
ニ、
三
年
前、
そ
の
家
も
と
り壊
 

し
て、写
真
の
よ
う
に
駐
車
場
に
か
わ
っ
て
し
ま
っ
た。
そ
の
う
し
ろ
の
ビ
ル 

が
石
崎
汽
船
の
本
社
で
あ
る。
そ
の
手
前
に
' 

昔、
弘
化
山
が
あ
っ
た
と
こ
ろ 

で
あ
る。

「弘
化
」
と
い
う
の
は
そ
の
時
の
年号
に
因
ん
だ
も
の
で、
今
か
ら
一
五
一 

年
前
の
一
八
四
四
年
か
ら
五
年
間
つ
づ
き、
そ
の
あ
と、
,

安
政
-
万
延 

,

文
久
.

元
治
.

慶応
.
明
治
と
つ
づ
く
の
だ
か
ら
我々

に
は
ち
よ
っ
と
ピ
ン 

ト
が
ム
ロ
い
に
く
い。

そ
れ
に、
子
規
さ
ん
が
こ
こ
に来
ら
れ
た
の
は、
私
の
生
ま
れ
る
二
十
五
年 

备
の
こ
と
だ
か
ら
、
全
く
別̂
;

の
感
が
あ
る。

さ
き
ほ
ど
の、
十徳
姿
の
其
戎
さ
ん
の
話
以
下、
私
が
話
し
た
の
も、
す
べ 

て、
父
親.
森
連
翠窶

三
郎)
や
母
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る。

さ
て
、
今
か
ら
一
〇八年
前
の
明
治
ニ〇
年
七
月、
其
戎
居
宅
を
子
規
.
極 

堂
が来
訪
の
結
果、
子
規
は
其
戎
の教
え
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が、
こ
れ
以 

後
の
こ
と
に
つい
て
は、
資
料
を
す
べ
て
和
田会
長
に
！
^

し
た
の
で、会
長 

が
丹
念
にこ
れ
を研
究
さ
れ
て、
行届
い
た

#
1
¢

と
な
っ
て残
っ
て
い
る
が、 

こ
の
よ
う
にし
て、
子
規
の
「真
砂
の
志
良辺
」
へ
の
投
稿
ぱ
つ
づ
く。

そ
の
手
は
じ
め
は、

「真
砂
の
志
良辺
」
九
二号
に
く
わ
し
い。

子
規
は
生
涯
に
何
万
と
い
う
句
を残
し、
短
歌
に、
近
代
の
文
章
づ
く
り
に、 

書
い
て
書
い
て
書
き
ま
く
っ
て、
全
集
も
二
十
五
冊
に
及
ぶ
が、
彼
の
文
の
活 

字
と
な
っ
て
先
ず
あ
ら
わ
れ
た
の
は、
こ
の
「真
砂
の
志
良辺
」
九
二号
が
最 

初
で
あ
る。
そ
の1¢5

#

か
ら
も、
こ
れ
は
記
念
す
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う。

は
じ
め
は、
九
二号
の
よ
う
に' 

「松
山.
正
岡
」
と
し
て
い
た
が、
後、 

呈
示
.

丈
鬼
」
と
し
て
以
下
三
十
五
句
が
見
ら
れ、
藤
^〇

白
-
新
蠢
風 

.¢
¢
1
1
"!：

十
德
)

ら
も
奮
し
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
子
規
に
倣
っ
た
も
の 

で
あ
ろ
う。

さ
て、
こ
の
其
戎
の
居
宅
で、
子
規
は、
ど
ん
な
指
導
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
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う
か。 

丨 

二
十
一
年
五
月
分
の
丈
鬼(子
規)
の
投
句
に対
し
て、
其
戎
は
『筆
ま
か 

せ
』
に友

は
皆
寄
り
て
馴
る、
や
は
し
ら
酢 

入
梅
晴
ゃ
所々

に
蟻
の
道 

此両
吟
よ
ろ
し
く
候
先
柱
酢
之
御
句
わ
き
て、
集
冊
上
座
に
撰
取
申
候 

五
月
九
日 

其
戎 

丈
鬼
様

と
あ
り、
二
十
一
年
五
月
士
一
日発
行
の
第

I

〇
一号
の
「題
入
梅
酢 

行々

子
」
の
其
戎
選
句
中、
天
地
人
か
ら
は
じ
ま
っ
て、
第
五
位
に
入
選、

友
は
皆
寄
て
な
れ
し
か
は
し
ら
酢

1

思
丈
鬼 

と
中
七
を
添
削
し
て
い
る。

「入
梅
晴」
の
句
は
「真
砂
の
志
良辺
」
に
は
見
え
ず、没
に
な
っ
た
も
の 

だ
ろ
う。

両
句
と
も、
子霉

集
『寒
山
落
木
』
に
み
え
な
い
の
は、
子
規
の
俳
句
に 

対
す
る
見
方
が
推
移
し
た
こ
と
1

思
味
す
る
も
の
だ
ろ
う。
以
上
和
田
八
雲
の 

文
に
よ
る。

そ
れ
に
し
て
も、
こ
の
「は
し
ら
醉
」
と
い
う
こ
と
ば
は、
ム「日、
ち
よ
つ 

と
通
じ
に
く
い。

歳
時
記
に
も
見
え
な
い
こ
と
ば
だ。

今
日
の
日
本
で
一
番
く
わ
し
い辞
引
0

^
，館発
行
の
『日
本国
語
大^#
』
) 

に
は、
さ
す
が
に
載
っ
て
い
て、
そ
れ
に
よ
る

と

「柱
脂
」
の
項
に
は、
詣
飯 

に、
小
粒
の
貝
柱
を
の
せ
て
馨
で巻
い
た腊
、
ま
た
は、
置
を
用
い
た
詣
。

項

籠
、発
句—

葉
草
「松
杉
に
日
を
二
度
み
た
り
柱
詣
松
窄
」
、
手
證 

誌
I

I
、
八¢
+
0

閑静
^一

:

意
に
御
座
候
〈
西
園
寺
公
望
〉
「時々

は
押
て
見 

る
也
は
し
ら艏
」
と
あ
る。

は
じ
め、
私
は
其
戎
の
家
は
海
岸
近
く
だ
か
ら、
は
し
ら
脂
と
い
う
「は
し 

ら」
と
は、
船
の
柱
に
因
む
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら、

「貝
柱
」
の
「柱
」
だ 

と
わ
か
つ
た0 

と

ま
た、
長
谷
川
孝
士
先
生
の
お
調
べ
で
は、
鮎
を
苞，に
つ
つ
ん
で
焚
火
で
培
り、 

1¢

一̂
綱
で
く
く
り
つ
け
て
お
く
と、I晚
に
默
れ
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る。 

こ
れ
を
「柱
の鲊
」
と
い
う。
柱
に
く
く
り
つ
け
て
お
く
の
は、
お
し
石
を
お 

い
て
熟
ら
す
か
わ
り
で
あ
る。
^

—
 
一
^
^
の
は
じま
り
、
と
あ
る。
(
日 

本
の
食
文
化
大
系̂
卷
つ
す
し
通
し
巧
⑶
ぺー
ジ
)

そ
れ
に
し
て
も、
其
戎
さ
ん
の
指
導
ぶ
り
は、
ち
と
古
風
だ
な
と
も
思
っ
た 

り
し
た
も
の
だ。

其
戎
の
句
を
見
る
と、
よ
く、

「ひ
や
み」
と
い
う
語
が
目
に
つ
く。

そ
れ
を
倣
っ
た
も
の
か、
丈
鬼(子
規)
の
句
に、

鳥
啼
や
ひ
や
み
を
さ
そ
ふ
花
の奥

8

思
丈
鬼 

の
句
が、
其
戎没
後
の
明
治
二
十
ニ
年
の
四
月号
で
連
1

で
出
て
い
る。

そ
れ
を
『寒
山
落
木
』
の
中
で
は、
中
七
を
「独
り
た
た
ず
む
」
と
訂
正
し 

て
の
せ
て
い
る。

こ
う
い
う
過
程
を経
て、
子
規
は
新
し
い
俳
句
の
^
;
へ
と
段々

に
育
っ
て 

い
た
も
の
と
み
え
る。

さ
て、
お
し
ま
い
に、
標
題
の
其
戎
の
墓
碑
銘
に
う
つ
る
こ
と
に
し
よ
う

0

そ
の
墓
は
「ま
っ
ぶ
る
松
山
市
」
一
六
三
ぺー
ジ
に
あ
る。

一1〇—



大
可
賀
一
丁
目5
三
津
公
園
と
あ
る
一画
。
そ
こ
に
は
家
は
一
軒
も
な
い
か 

ら、
こ
の
地図
で
は
無
地
と
な
っ
て
い
る。

私
が
盡
の
頃
は
、
こ
のI画
は
④
ふ
の
す
べ
て
が
墓
地
で
、
他
に
庵
寺 

がー
つ
だ
け
あ
っ
た。

そ
こ
を、
我々

は、当
！^

原
と
呼
ん
で
い
た
が、
一
面
の
墓
原
で
あ
っ 

た
0そ

ん
なこ
と
を私
が
ょ
く
知
っ
て
い
る
の
は、こ
こ
に私
の
家
の
お
墓
も
あ 

つ
た
か
ら
で
あ
る。

と
こ
ろ
が、
市
の
方
針
で、
突
然
み
ん
な
立
ち
の
き
と
な
り、
私
の
家
の
墓 

な
ど
は、

中学
の
東
の
方
の
新
設
の
墓
地
に
移
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。

た
だ
し、
松
江
さ
ん
の
お
墓
と
お
堂
と、
大
原
其
戎
ら
の
お
墓
は残
っ
て、

今
も
そ
こ
に
あ
る
。

大一̂

の
墓
は、
そ
の
昔
は
今
と
ち
が
っ
て、
今
の
墓
地
の
す
こ
し
南
寄
り 

辺

り
の
とこ
ろ
に
あ
っ
て、
向
っ
て
左
か&

擇
.

其
戎
.
其
然
の
親
子三
代
 

の
墓
が
北
向
き
に
立
っ
て
い
た
が、
今
は
西
向
き
で、
三
代
目
の
其
然
の
墓
は 

な
ぃ。そ

の
其
然
も
墓
石
だ
け
は、
た
ま
た
ま
私
が
ひ
か
え
て
い
た
の
で
こ
こ
に
記 

し
て
お
こ
ぅ。

四
角
基
通
の
墓
石
で
、
麗痗

の
方
)
に 

「霜
林
院
英誉
清

閑
居
士 

霊

知
院
勝誉

妙緑

大
姉
」

溏

に
「大
原
林
三
郎
行
年
八
十
ニ歳

大
原
卜
ラ 

行
年
四
十
八歳
」

麗
に

「大
正
十
三
年
三
月
十
三
日 

明
治
二
十
九
年
九
月廿

九
日
」

と
あ
り、
早
死
し
た
ト
ラ
が
明
治
二
十
九
年
に没
し
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
東
側
は 

^

で
あ
っ
た。

さ
て、
今
は、
左
の
端
に
其
擇
の
墓
が
あ
り、

大
原
氏

其
擇
之
墓

嘉
永
元
戊
申
十
月
二
十
四
日(左
側
面)

露

ふ
共
に
き
え
け
り 

雪
佛

と
あ
る
の
で、̂

事
情
が
大体
よ
く
わ
か
る。

其
戎
の
父
の
墓
で
あ
る。
句
に
ユー
モ
ア
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い。

以
上
の
ニ
基
の
墓
に
は
さ
ま
れ
て、
そ
の真
中
に
其
戎
の
墓
が
あ
り、
台
石 

と
も
で
私
の̂
^

大
の青
い
自
然
石
で
建
立
さ
れ
て
い
る。

罢
に
大
き
く

宗
匠
四
時
園
其
戎
翁
之
墓 

そ
の4̂

^
に
小
さ
く

明
月
や
丸
ぅ
ふ
け
行
(
く
)

左
に



も
の
、
影 

と
あ
り、
そ
の
下
に
ち
い
さ
く 

辱
友
東
州
生

と
あ
る
が、
そ
の
東
州
生
の
下
の
字
は
は
っ
き
り
よ
め
な
い。

大
き
な辞
書
で
み
る
と、
正
字体
は、

「舞
」
と
あ
る。
墓
碑
の
「桑
」
は 

略
字体
の
よ
う
だ。

し
か
し、
こ
の
句
を
か
い
た
人
は
誰
な
の
か、
今
の
と
こ
ろ残
念
な
が
ら
わ 

か
ら
な
い。

大一
^
の
身内
に
も
心
あ
て
に
な
る
よ
う
な
人
物
は
い
な
い。

今
日
の
話
の
テー
マ
か
ら
思
い
浮
か
ん
だ
人
物
は
あ
っ
た
の
だ
が、
そ
の
人
は、 

其
戎
と同
門
で、
京
の̂

梅
室
の
養
嗣
に
ま
で
な
っ
た内
海
^
と̂
い
う
松 

山
の
俳
人
で、
二
人
の
娘
が、
そ
れ
ぞ
れ
香
畦、
秋
蘭
と
い
^

^

媛
で
あ
っ
た。 

そ
の
妹
は、
父
の
墓
碑
を
ま
で
書
い
た
と
い
わ
れ
る
人
だ
が、
そ
の
秋
蘭
女
史 

の婿
に
な
る
人
に、

「岡
田
東
州
」
と
い
う
人
物
が
い
た
が、
そ
の
人
は、
其 

戎没
年
の
明
治
二
十
ニ
年
前
の
明
治
十
五
年
八
月
二
十
二
日
に既
に
死
去
し
て 

お
り
、
今
の
と
こ
ろ、
ま
っ
た
く、
こ
れ
は
と
思
^

^

物
が
浮
か
ば
な
い。

念
の
た
め
記
す
と、
岡
田
東
州
の
墓
地
は
衣
山
の宝
—

に
あ
り、

岡
田
先
生̂
^
」
と
し
て
あ
る
由、
四
十歳
だ
っ
た
と
い
う。
伊
予
史
談
一
一 

六号
に
く
わ
し
い。

夫
に
死
別
し
た
秋闌
女
史
は、
二
十
八歳
の
明
治
二
十
一
年、
松
山
に帰
り、 

こ
の年
の冬、
東
州
の
墓
地
を
建
立、
魚
町
の
裏
で
私
塾
を
ひ
ら
い 

て
ロ
す
ぎ
を
し
て
い
た
と
い
う。

其
戎
の辞
世
の
句
は、

「寐
姿
の
司
や
花
を
枕
も
と
」
と
い
う
句
だ
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
句
は、
其
戎没
時
の
「真
砂
の
志
良辺
」
に
も、
は
っ
き
り
載
っ
て
い 

る
の
に、
墓
に
は
別
の
句
が
刻
ま
れ
た
の
は、
ど
う
い
う
事
情
な
の
か、
そ
の 

点
も
は
っ
き
りし
て
い
な
い。

司
と
い
う
の
は、
古1季
典
に
ょ
る
と、

「高
く
位
置
す
る
も
の。
最
上。 

主
要
な
も
の」1

と
の
意
味
が
あ
る
と
い
う。
だ
か
ら、
こ
の
句
は、

「麻 

姿
の
最
高
な
も
の
は、
花
の
枕
も
と
で
ゆ
っ
く
り
ね
む
る
こ
と
だ
」
く
ら
い
の 

1

^

だ
と
思
う。
死
者
へ
の
句
に
は
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
が、
そ
れ
は
こ
こ
に 

と
り̂
^

ら
れ
ず、
こ
の
句(明
月
や
の
句)
に
な
っ
た
の
は、
ど
ん
な
い
き 

さ
つ
な
の
か、
一
向
に
わ
か
ら
な
い。

し
か
し、
こ
の
句
も、

「丸
う
ふ
け
ゆ
く
」
と
い
う
言
い
方
が、従
来
の、 

月
へ
の
平
凡
な
晏
で
は
な
く、
大変
新
し
く
て、
す
て
き
な
句
だ
と
思
う。 

素
の
「真
砂
の
志
良辺
」
に
は
見
ら
れ
な
い
句
だ
か
ら、
一
向
に、
こ
の
句 

が
詠
ま
れ
た
事
情
が
わ
か
ら
な
い。
そ
の
点、
し
っ
く
り
し
な
い
も
の
が残
り 

は
す
る。

し
か
し、
こ
の
明
月
の
句
は、
カ
メ
ラ
.

ア
ン
グ
ル
と
し
て
は
大
^
し̂
い 

角
度
か
ら
明
月
を
見
て
い
る
句
だ
と
思
う。

十
分
に
テー
マ
を
こ
な
せ
て
い
な
い
段
階
で、
急
に
本
日発
表
と
な
っ
て
し 

ま
っ
たこ
と
をお
許
し
い
た
だ
き
た
い。

後
日、
機
を
得
て、
再
考
し
た
い
と
考
え
て
い
る。

苹
成
七
年
三
月
例会
講
演)
0会
5

0
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現代連句の実
作

〇

連
句
は
古
く
て
新
し
い
詩
で
あ
り
ま
す。

連
句
は、
愛
震
と
、
古
い
時
代
か
ら
转
-

現
代
ま
で、
根
本
義
か為
 

行
ま
で、栄
枯
盛
衰
の
全
て
に
わ
た
っ
て、
深
い
か
か
わ
り
あ
い
を
も
っ
て

I

要
学

で
あ
り
ま
す
。

連
句
^
:
一
く
：̂

.

と
呼
ば
れ
、
略
し
て
俳
諧
(連
俳
)
と
—

さ 

れ
ま
し
た
が
、

1〇 0
虚̂

一̂

生

が

句

」
を
提
唱
さ
れ
ま
し
て
か
ら
は
、

「 

連
句
」
が
#̂
!
?、

通
称

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
で
も
儀
式
め
し
た
場
合
は
「 

俳
1

連
歌
」

が
用
い
ら
れ
ま
す
。

連
句
は
日
本
民
族
！

の
詩
で
あ
り
ま
す。

連
句
^
^
^
と
い
っ
て一人
で
作
ると
き
も
あ
り
ま
すが、
そ
れ
は
む
し
ろ 

例
外
で、
普
通
は
二
人
以
上
の
複数
の
作
者
^
^
)
に
ょ
っ
て
作
ら
れ、
連 

越
が
在
る
と
こ
ろ
を「 II」

と称
す
る
と
こ
ろ
か
ら、

「座
の
文学
」
と
も
言 

わ
れ
て
い
ま
す。

連
句
の
ル1
ル
は
連
句
を
作
る
上
で
は
な
く
て
は
な
ぬ
も
の
で
す
。 

「連
句
」
が
古
い
も
の
で
す
か
ら
、

式
巨
も
螽

に
わ
た
り
ま
す
が
、

こ

^
^
 

全
て
熟
知
し
な
け
れ
ば
作
公
い
も
の
で
も
あ
り
患
ん
。

座
に
必
ら
ず
掛
か
 

い
ま
す
か
ら
訊
ね
な
が
ら
遊
べ
ば
い
い
の
で
す
。

と鑑賞

鈴 

木 

春山洞

靡
昔
の 1

輯
&

^

一
が
た
も
の
で
す
。

ォ
1

ヶ
ス
ト
ラ
の指
揮
者 

に
あ
た
り
ま
す
。

連
句
の
中
に
「伝
統
連
句
」
だ
の
「現
代
連
句
」
だ
の
と区
別
が
あ
る
わ
け 

で
は
あ
り
ま
せ
ん。
れ^!
於
現
代
に
生
き、
現
代
生
活
を営
み、
現
代
に
生
き 

る
言
葉
を
使
用
し、
現
代
の
生1

情
を、
詩1

情
を
高
ら
か
に
詠
い
あ
げ 

れ
ば、
そ
こ
に
「現
代
連
句
」
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
ま
す。

連
句
の
詩
形
式
は沢
山
あ
り
ま
す
が、
基
本
的
^
句
と
呼
ば
れ
る

(
5
7
 

美
袤̂
の
短
い独
立
し
た
詩
句
とゝ

紐^と
呼
ば
れ
る
す
了
計
以
字
)

の
短
い独
立
し
た
詩
句
と
を
交
互
に
置
き並
べ
る
も
の
で
す。
い
く
つ
置
き並
 

ベ
る
か
は
詩
衫
式
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
異
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す。

連
句
は、
い
く
つ
置
き並
べ
ら
れ
ま
し
ょ
ぅ
と
も
根
本
を
な
す
も
の
は
三
句

で
あ
り
ま
す。
人战
紙
の
句
)

-
3
 

ら
(ぎ
)

と
呼
ば
れ
て 

、
ま
す。
作
る(実
作)
も
の
は
付
句
で
あ
り
ま
す。

松
尾
芭
蕉
の
言
葉
に
「
#

做
ぱ
三
土
ハ歩
な
り。
一歩
も
あ
と
に帰
る
心
な 

し〇
1

了
く
に
し
た
が
ひ、
心
の
あ
ら
た
ま
る
は、
た
だ
先
へ
行
く
心
な
れ
ば
な 

り。」
(
三
冊
子
，
白)
が
あ
り
ま
す。

松笔
色
蕉
は
連
句
の
芸̂̂
大
成
者
で
す。
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歌
仙
は|

^

の
連
句
形
式
で36
句
構
成。

連
句
は
始
め
た
ら、
後
に帰
る
こ
と
を
避
け
/̂
先
へ
と変
化
前
進
す
る 

こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す。

東
麗
の
言
葉
に
「
岛

は
、
難
句
に
の
み
付
き、
打
^
句̂
と
は
全
く縁
 

が
な
い。
こ
の
よ
う
な̂
^

を
何
回
も
何
十
回
も
繰
り
返
し
て、
一巻
の
作
品

が
創
り
出
さ
れ
る
。
.
.
.こ
の
独

自
の
運
動
参

メ
ヵ
ニ
ズ
ム
さ
え
失
わ
な
け
れ

ば、
一巻
が、
ど
の
よ
う
な
形
式
を
と
ろ
う
と
も、
ど
の
よ
う
な
式
目
を
採
用 

し
よ
う
と
も、
私
は、
そ
れ
を
『連
句
』
と
認
め
よ
う
と
思
ふ
。

『三
句
の転
 

じ
』
は
『滅
辦
砂尝
叩
』
」
が
あ
り
ま
す。

〇

橋
閒
石
の
言
葉
に
「
『
№1』
か
矣
る
必
然
的
な
規
約
の
墨
守
は、
今
日、 

既
に、
そ
の
意
味
を
失
い
つ
つ
あ
る
1

。
月
.
花
へ
の
過
去
の
過
度
の
尊
重 

を
否
定
し、
無
良
見
な
因
襲
は、
『求
め
た
る
と
こ
ろ
を
求
め
る
』
所
以
で
な 

い。
1

に
限
ら
ず、
一巻
中
の̂
と
さ
れ
る
四
季.
宗教
.恋
愛
な
ど
に 

し
て
も、
運
び
の
勢
か
ら、
そ
の

|

、
ニ
を
欠4

合
が
あ
っ
て
も、
敢
え
て 

咎
む
べ
き
で
は
な
い。」
が
あ
り
ま
す。

〇

松
根
東
洋
城
の1 一口
葉
に
「自
分
は
新
し
が
り
屋
で
あ
る
こ
と
が
最
も
嫌
ひ
で 

あ
る。
古
連
句
を
無条
件
に随
喜
す
る
も
の
で
あ
る。
そ
れ
が
新
し
い
こ
と
を 

考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
至
っ
た
の
は、実
際、

上、
止
む
を
得
な
い 

か
ら
で
は
あ
る
が、
更
に
連
句
を発
展
せ
し
め、
^

一！̂
:

を
い
よ
い
よ
向
上 

せ
し
め
ん為
め
で
も
あ
る。(中
略
)
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
や
る
の 

も、霊

は
、
も
の
の
あ
ら
ゆ
る
：体
容
に、
篇
の
根
本
義
が
施
さ
れ
た
い
た め、

ま
た
施
す
こ
と
に
よ
っ
て、
其
の
根
本
を
し
て
い
よ
い
よ
光
あ
ら
し
め
ん 

が為
。
I

『そ
ろ
そ
ろ
と
行
か
ぅ、
但
し、
須
臾
も
た
ゆ
ま
ず
に
』」
が
あ 

り
ま
す。東̂

^

は
大
正
十
五
年(1

九
ニ
六)
に
こ
の
言
葉
を
「渋柿
」
に発
 

表、
連
句研
究
で
な
く、̂
:
(実
作)
に
努
^
進
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
し
こ
と
を
し
き
り
に
述
へ
て
し
ま
す。

〈資料

1
〉

両
险
歌
仙
「月
光
や
」
の巻

岡本春人—評
釈 

鈴
木
春
山
洞
性
格
判
定 

発
 

句 

月
光
や
船
傾
け
る
江
の
渦
 

秋
場 

春
山
洞 

中
握
行
で
の
作
。
江
は
長
江

I：

楊
子
江)。

脇 

奇
—
綴
風
韻
は
秋 

秋

春

人
 

連
テ
ィ
は
つ
ら
な
り
つ
づ
く
こ
と。

第
三渋

桶
の
こ
ろ
が
る
土
間
に
人
な
く
て
秋

 

ぃ 

洞 

発
句
脇
の
大
景
の
中
で
の
小1 

四
句
め鶏
く
く
と
遊
ぶ
夕
ぐ
れ
 

が
場 

人 

前
句
の
場1

け。

月
の
定
座
燕
子
花咲
く
八
ッ
橋
を
雨
の
中
 

夏
場 

洞 

月
の
定
座
一！が発
句
に
月
が
出
た
の
で。

折 

端
麗
斑
濃
の
齧
な
り
 

晉
 

人

ス
ソ
ゴ
は
上
の
方
が
薄
くムラ
ゴ
は
濃
淡
が
ま
ば
ら。 

折 

立 

編
笠
の
紐
あ
ご
ふ
か4

ひ
入
り
て 

！
 

洞
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，ニ
句
め

三句か 

10

四
句
め

五
句
め

六
句

5

月
の
定
座

八
句
め 5

九
句
め 

十
句
461

花
の
定
座 

8

折
亂

そ
ん
な
衣
裳
の踊
り
とも
門
付
と
も。

七
難
か
く1

の
白
さ
ょ 

雑
他 

人 

前
句
の
紐
が
あ
ざ
や
か
な
紅
色
に
な
っ
た。

551
泉
煙
り
の
ほ
の
ぼ
の
と
立
つ
露
天
風
呂雑
半
 

洞 

ゆ
け
む
り
の
中
に
玉
の
肌
が
ち
ら
り。

ど
こ
か
ら
と
な在
の
散
り来
る 

春会
 

人 

露
天
風
呂
に
散
り込
む
花
び
ら。

白
川郷
靠

の
村
馨
す 

春
他 

洞 

岐
阜県
の
北
西
部
庄
川
の
上
流0

雪
代
山
女
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
 

蠢
 

人 

ヤ
マ
メ
は
夏
だ
が
こ
こ
は
雪
ど
け
で
春。

お
ぼ
ろ
夜
の
月
は
ま
ろ
く
て黄
色
く
て
 

罾
#

人 

ま
る
い
大
き
い
お
月
さ
ま。

田
鼠
の
伯
し
て
う
ず
ら
と
な
り
ぬ
 

雲
 

洞 

七
十
ニ
候
の
一
つ
で春！

!

^の̂

に当
る。

悠
久
の
天
地
の
間
に
生
う
け
て
 

雑
自 

人 

^

の
一
生
な
ぞ
ほ
ん
の
一
瞬。

大
草
原
を
蛇
行
す
る
河
 

1

 

洞 

悠
久
の
天
地
の
間
を

花
水
き
ら
め
き青
に
又
赤
に
 

憂 

人 

ゥ
四
に
花
が
出
た
の
で
こ
こ
は
正^に
な
っ
た。

^
う
ご
め
け
る
珊
湖
礁
な
り
 

夏会
 

洞 

ホ
ヤ
は
海
中
の
岩
に
：
^

す
る
動
物。

9

折
扔句

が

三
句
が

四句奴五句が六句が七
句
め

八
句
5

九
句
が28

十
句
め29

月
の
定330

折端

ナ
才帰

省
子
の
ク
シ
ャ
ミ
先
生
訪
れ
て
 

夏
他 

漱
石
の
劣
「猫
」
の俤
。

蜃
帖
に
日毎

い
そ
し
む 

瞀
 

王
1

の
！

を
ひ
た
す
ら
に。

松
風
の
古
城
の
門
の弾
の
痕
 

雑
場 

三
橋
—

也

改
易
受
け
し
こ
と
の
恨
み
に
 

雑
他 

カ
ィ
エ
キ
は
士
分
に
科
せ
ら
れ
た
^
。̂

こ
の
頃
の教
師
大
秦
が
ち
で
 

雑
他

自縄
自
縛
の
歌
仙
文
音
 

雑
自 

あ
っ
ち
こ
っ
ち
と
手
を
ひ
ろ
め
た

.が。

ヒ
マ
ラ
ヤ
と
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
旅
し
た
く
雑

自
 

あ
こ
が
れ。

媚薬
の
筐̂

8

に
捧
げ
て 

1

 

ペ
ル
シ
ャ
模様
。

褥
ね
よ
り魅
惑
の
笑
み
のち
ら
ち
ら
と
 

雑
他

ィ
ス
ラ
ム教
徒
で
な
く、
こ
れ
は
街
角
の
女。

交
は
せ
し
！
^
ふ
す
ベ
な
し
 

雑
半

筑
摩
祭
で
は
そ
の数
の
鍋
を
か
ぶ
る
の
だ
が。

金
銀
の
月
の
波
間
に
竹
生
島
 

秋
場 

荘
厳
な
景。

歯

に
し
み
と
お
る
秋
の
夜
の
酒

 

秋
会



9

遁!》 会 ぁ 影
句く 給
遁に 色^、拍ひ会 ^  

立？子き被、
起さ向艺 有ぅ

情1 喃 心 义
七
名
八
体

八
句

七
句

六
句

五
句

四
句 %

他 他 白 白 場 場

他 白 他 自 他 白

他
の

穎
白 他 他 白

他 他% 他

白 他 铸 、

哉
八
付
け
方V 

へ
付
け
の
ね
ら
ノ 

付
所
い
ど
こ
ろ
. 

イ
手
が
か
り/

そ
の
ば

其
場

起
艏

版治

〇

三
法.
七
名
八体
.
員
外 

各
務
支
考 

付
心
符
け
の
手
法
-
態
彦

三
法

折

31立

ニ
句
533

三
句

2

四
句
が

冬会

酒
は
し
づ
か
に飲
む
ベ
か
り
け
り
(牧
水) 

鹿
火
屋
守
る
ほ
ど
の齢
に
な
が
ら
へ，
 
て 

秋
他 

力
仕
事
は
出来
な
い
が、
ま
だ
ま
だ。

大4
#

の甍
か
が
や
く 

雑
場 

雑
の
句
だ
が
秋
の
夕
日
の
感
じ。

む
つ
か
し
き
名
の
つ
く
！

0
*1

買
ひ
も
と
め
雑

自

奈
良
の
羹
。

目
に
見
え
日§

5：
び
る
日々

な
り 

冬
の
句
だ
が
春
ら
し
い
感
じ‘

笛
鼓
—

かざし
舞
ふ 

1

と
し
た
花
の
宴。

陽
炎
も
ゆ
る8̂

は
る
か
な
り 

発
句
と対
応
し
た気
分0

文

音

昭

和
57
年
9
月
吉
日 

昭
和
58
年
5
月
吉
日

〈参

考羼
1

〉

〇
山
^
答 

〇
附
方
八
方

立花 

北
枝

洞人洞人

5

花
の
定
一

春
半

洞

挙
奶

蠢

人
誓1

石
他 白 行

場 場 箭

他 他 1
〇
連
句
は
詩
で
あ
る。

〇|

句
の
性
格

〇
人
情

(俳
諧専
門
用
語、
人 

間
と
い
ぅ
ほ
ど
の
意)

〇
一
句
を
人
情
に
よ
り
大

別

0

に
〇

人
情
あ
り 

〇

人
情
な
し 

〇
人
情
あ
り
の 

表
記，

.

4

〇
人
情
な
し
の 

表
記体

0
1

回
連続
三

回
目
最
〉

〇
用
語5

に
つ
い
て

裴

-
支
考

い

「会釈
」
は

「家
^

の
便
法
.
用 

語
0

春
山
' ^
の 

8

は
「

護
の
略

一 16-



0

 

I

如
の
法
 

語
で
あ
る
と
と 

芭
蕉
翁
二
十
五
ヶ条 

も
に
「一
句
の

性辑
定
用
語
」

〇
蕉
風
俳
諧変
化
表
〈歌
仙
〉
 

で
あ
り、
東
明 

〇
俳
諧
歌
仙
順
序
手
引
 

雅
『連
句辞
典
』

^
1
1

に当
る。

I

句
の
中
の
人
情
の
嘉を
判
定
す
る
と
き、
表
現
上
の 

あ
や
か
ら
一
見
人
情
な
し
の
よ
ぅ
で
あ
り
な
が
ら
極
め
て
薄
い
人
情
が
認
め 

ら
れ
る
も
の
が
あ
る。こ
れ
を

「会
」I
と
判
定
し
て、

「人
情
あ
り
の
表
記 

体
」
に
加
え
た
も
の
で
あ
る。

〇
一
句
の̂
^

定
略
勝
(人

表

深
)

9 8 7 6 5 4 3 2 1 略
解

他 他 他 他 白 白 自 白 白 打
越

八 半 白 他 場 今 半 他 白 尊

半 白 自 場 今 半 他 他 I

の
略
解
は
打
越
を
避
け
る
た
め
の
も
の

白 自 半 半 他 他 他 半 半

半 八 半 半 今

場 場 場 場 場 場 場 場

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 1

場 場 場 場 場 会 半 半 半 半 半 他 2

半 他 白 場 場 半 他 自 会 場 他 自 半 場 1

半 他 白 白 場 半 他 白 白 場 他 自 白 場 0

の
略
解
は

8
を
避
け
る
た
め
の
も
の

白 白 他 他 白 白 自 他 他 白 自 白 他 他 白

他 他 半 半 半 他 他 半 半 半 他 他 へ 半

半 会 今 半 場 場 場 場 今 場 場 場 場 ム

〈
資
料
2

〉

脇
起
歌
仙
「春
山
の」
の巻

 

衆
判

鈴
木
春
山
洞

 

性
1

定
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春
山
の
山
彦
は
朱髪
童
子
か
な
 

春
場
 

松
根
！̂:
城 

水
ほ
と
ば
し
る
雪
解
の沢 

春
場
 

鈴
^
山
洞 

垣
手
入
レ
す
る
も一人の！!

な
ら
ん 

春
他
 

東
明
雅
 

布
巾
を
掛
け
し
奢
台
の
上
 

雑

会

1

讓
 

月
に
揷
す
芒
の
影
の
ぅ
っ
り
っ
っ
 

月場岡本春人 

夜
な
べ
終
り
て払
ふ
藁
屑
 

秋
自
 

洞 

葡
萄
顔
す
香
り
を
納
屋
に
た
だ
ょ
は
せ
 

秋会
 

雅 

思
ひ
の
ほ
か
の
美
女
で
あ
り
け
り
 

雑

半
 

彦 

&̂
の
裏
を
返
せ
と
な
じ
る
文
 

雑

半
 

人 

波
音
を
聞̂

5

船
の
中 

雑

自
 

洞 

8

に
霰
飛
び
こ
む
旅
の
空
 

冬会
 

雅 

根
深
の
汁
の
^
が
濃
す
ぎ
て
 

冬会
 

彦 

お
ふ
く
ろ
の継
ぎ
の
前
垂
れ
盲
縞
 

雑

他 

人 

涼
し
き
月
に
屋
根
の青
猫
 

夏
月
場 

雅 

麦

り̂
を
終
へ
し
疲
れ
の
ど
っ
と
出
て
 

夏
自
 

洞 

八
十
路
過
ぎ
て
の
大
手
術
な
り
 

雑

自
 

人 

ミ
ル
ク
テ
ィ
ミ
ル
クたつ
ぷ
り
花
の昼 

花
<
35
彦 

燻
し
銀
な
るペ
ン
ダ
ン
ト春 

春
場
 

洞 

乗
込
を
追
ひ
て
釣
師
の
今
日^4

る 

春
他
 

雅 

汽
車
の
—

渡
る
近
道 

雑
会
 

彦 

月
見
草
ぼ
っ
か
り
富
士
の
雪
晴
れ
て
 

夏
場
 

人 

夏
#
の̂揃
ふ声
 々

夏
他
 

雅 

豪
商
の
淀
屋
闕
所
の
翌
つ
 

雑

半
 

洞

千
鳥
啼
き
交̂
^

0

 

月
自 

中
年
も
初
老
も
過
ぎ
し恋
ご
こ
ろ
 

雑

他 

何
に
も
知
ら
ぬ
女
房
は
神
 

雑

他 

演̂
!を
し
の
ば
せ
月
の
背一一!

を脱
け 

月
自 

露
し
と
ど
な
る措梗
別菅
秋場
 

法
師蝉
大
名
の
墓
列
な
れ
り
 

秋
場 

老
い
も
若
き
も混
ぢ
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
 

雑

他 

癇
瘊
を
#
の̂
酒
に
ま
ぎ
ら
は
し 

雑

自 

腕
の
入
れ
墨
消
す
べ
く
も
な
く
 

雑

自 

年
金
を
使
は
ず
溜
め
て
死
に
にける 

雑

他 

雨
も
上
り
て
謝
肉
祭
な
り
 

春
場 

ま
つ
し
ぐ
ら̂

6

線
の
北
上
し 

花
場 

霞
た
な
び
く子
規
のふ
る
さ
と 

文
音

人彦雅洞彦人雅洞人彦洞雅彦

春会

昭
和
五
十
八
年
十I

月
二
十
六
日
首 

昭
和
五
十
九
年
九
月
十
六
日
尾

〈資
料
3

〉

『色
流
朱
連
句』
第
7号
 

所収
 

歌
仙
3巻
0

二
十
韻
3巻
。 

二
つ
折
6巻
。

講
新
三
つ
物
8巻
。

靈

2巻
。

(平
成
七
年|

月
例会
)

(

色̂
^

連
句会
主
宰、会
員)

え
琴

菔

2巻
。



0

川本臥風と松高俳句会

[
/

本 

陽 

吾

身内
の
こ
と
を
話
す
の
は誉
め
て
も
く
さ
し
て̂
^

き
苦
し
い
も
の
で
す
が、 

久山
一̂
さ
ん
の
『人
間
を
見
る経
験
』
に、
臥
風
の
こ
と
を
書
い
た
「自
然
諷 

詠
を
呼
ぶ.無
心
」
と
い̂
^
章
が
あ
る
の
で、
こ
れ
に
私
の
知
っ
て
い
る
こ
と 

を
付
け
加
え
て
お
茶
を
濁
し
た
い
と
思
い
ま
す。

3 ：

林原来
井先生

最
初
に
松
高̂
会̂
と
そ
の
機関
誌
で
あ
る
！
^星
丘
」
の
こ
とが
書
い
て
あ 

る。
「星
丘」
は
久
山
さ
ん
が
松
高
在
窜
の
昭
和
八
年
に
創
刊
さ
れ、
十
三 

年
にI

旦廃
刊
さ
れ
た
が、
そ
の
後
ガ
リ
版
刷
り
で
何
度
も
復
刊
さ
れ、
最
終 

号
は戦
争
中
の
十
九
年
に
出
て
い
る。
松

101̂

会
は
大
正
士 |
年
四
月、
臥 

風
が
松
高
に
赴
在
し
て
間
も
な^
^

の教
授
で
あ
っ
た来
，井
：̂

耕
三
先
生 

と

I緒
に̂
:
:
一し
た。

来
井
先
生
は
夏
目
漱
石
の
愛
弟
子
で
あ
っ
て、
漱
石
の
お嬢
さ
ん
と
の

；
^

 

話
も
あ
っ
た
そ
ぅ
で
あ
る。
そ
れ
が実
現
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
何
時 

か
は来
井
先
生
が
書
く
と
い
っ
て
い
た
ら
し
い
が、
そ
れ
も実
現
し
な
か
っ
た

0 

松
岡譲
と
久
米
正
雄
と
の
間
で
確
執
の
あ
つ
た
長
^

^

さ
ん
の
こ
と
で
な
く、 

下
の
妹
さ
ん
と
の
話
で
あ
る。
夏
目
家
に
出
入
り
出来
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ 

と
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く、来
井
さ
ん
は
自
分
の
長
男
の
^

石
に
付
け て

も
ら
っ
て
い
る。
こ
の
長
男
は
私
よ
り
ニ、
三
才
上
で
あ
っ
た
が、
^
十̂ 

ニ
年
震
1

1験
に来
た
こ
と
が
あ
る。
そ
の
時
「ノ
ス
ケ
な
ど
と
付
け
や
が 

っ
て」
と
い
っ
て
漱
石
を
恨
ん
で
い
た。
漱
石
が
自
分
の
金
之
助
か
ら
と
っ
て 

順
之
助
と
付
け
た
の
で
あ
っ
た。
私
の
母
は
こ
の
順
之
助
さ
ん
の
幼
少
の
時
を 

知
っ
て
い
る
の
で
「順
ち
ゃ
ん、
順
ち
ゃ
ん」
と
よ
く
曝
し
て
い
た。
順
ち
ゃ 

ん
は
松
高
は1

し
た
が、
後、
松
江
高
に
受
か
っ
て来
井
先
生
を
喜
ば
せ
た。 

と
こ
ろ
が
悲
劇
が
起
っ
た。
兄
弟
げ
ん
か
で
弟
が
錐
で
胸
を
突
き、
一
時
良
く 

な
っ
た
が
終
に
助
か
ら
な
か
っ
た。

遠
か
な
か
な
聞
き
あ
や
ま
た
ぬ
夕
な
り
 

来

井 

は
こ
の
時
の
作
と
聞
い
て
い
る。
し
か
し、
そ
れ
は
ず
っ
と
後
の
話
で、来
井 

先
生
は
大
正
十
四
年
五
月
に
台
北
高
校
へ転
任
さ
れ
た。

1
藤̂代棄人先生 

来
井
さ
ん
が
漱
石
の
晩
年
の
愛
弟
子
で
あ
っ
た
よ
ぅ
に、
臥
風
は
^
^
代 

一̂
^

生
の̂
-

の
愛
弟
子
で
あ
っ
た。
漱
石
は
英
文
の
日
本
で
の
^

^

第

| 

号
で
あ
り、
素
人
は独
文
の
第
一号
で
あ
っ
た。
(だ
か
ら
子
規
と
も
同
級
で 

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る)
明
治
三
十
三
年、
漱
石、11̂

、

芳
賀
矢|

の
三
人
は 

同
じ
船
でョー
ロ
ッ
パ
へ
行
く。
漱
石
が
白
紙
の^I

ロ
書
を
文
部
省
に出
し
て
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夏
目
狂
セ
リ
と
言
わ
れ
た
啤
素
人
は
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
行
さ
漱 

石
を
連
れ
て帰
国
し
よ
う
と
す
る。
し
か
し、
少
し
も
異
常
て
な
力
っ
た
の
で 

先
に帰
国
し
た。

『吾
輩
は
猫
で
あ
る
』の 1

1̂

の
章
で、
先
達
て
力ー
テ
ル.
ム
ル
と
い
う 

同
族
が
突
然
大気
焰
を
揚
げ
た
の
で、
び
っ
く
り
し
た
と
あ
る
の
は、
素
人
が 

「新̂

に
「猫
文
士気
談録
」
を
書
い
て、
一
^
程̂
前
の
ホ
フ
マ
ン
の 

ム
ル
の
人
生観
』
を̂
^

し
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る。

素
人
先
生
は
ヨ
ー

ロ
ツパか
ら帰
国
後、̂
^

講
師、
明
治
四
十
生乐
大教
 

授、
大
正
五
年
か
ら
八
！
^

学
部
長、
京
大
で
ド
イ
ツ
^
^
^
ず
る
こ
と
約

二
十
年、
昭
和
ニ
年、
六
十
八
才
で没
。
ド
イ
ツ
辜
蜜
の
創
始
者
で
あ
る
。

臥
風
は
又、
子
規
五
友
の
一
人、
三並

^
生̂
と
大
正
十
二
年
の
四
月
か
ら 

一—

 
(
こ
の
年
か
ら辈
の
初
め
が
九
月
か
ら
四
月
に変1

だ
けー
緒
で 

あ
っ
た
。
三並
先
生
は明
治
十
九
年、学
生
ス
ト
ラ
イ
キ
を
や
っ
て独
逸
学

協 

会
学

校
(現独

&
一

<学
)
を
退学
処
分
に
な
っ
た
が、教
授
の
ド
イ
ツ
人
宣教
 

師
ス
ピ
ン
ナ
ー
に
聖
書
の
義
を
聞
い
て
ド
イ
ツ
語
を
も
の
に
す
る
。
後、
一 

高
の
ド
イ
ツ8

緩
授
で
あ
っ
た
の
を、
大
正
八
—
高
創
設
の
際
、
校
長
由
比 

質
先
生
が、
響
で
あ
る
松
高
へ
招
い
た
。
三並
先
生
に
つ
い
て
は
臥
風
か
ら 

何̂

>
8

い
た
こ
と
が
な
い。

子
規
に
つ
い
て
臥
風
は
「総
理
級
」
の
人
物
と
か、

「た
く
ら
く
の
才
」
と 

か̂
!1¢

い
て
い
る。
た
く
ら
く
 

(卓犖
)

は
卓
越
と
い
う̂
^

で
あ
る。
子
規 

の
俳
句
革
新
の
仕
事
は

0
¢

の
そ
れ
と
共
通
す
る
と̂
^

い
て
い
る。
私
は
昭 

和
十
五
年
頃
に
臥
風
と
法
隆
寺
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が、
例
の 

柿
食
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
 

子
規

#

の
句
碑
を
見
て、̂
!

寺
の
韋
と対
峙
し
て
少
し
も
劣
ら
な
い
と
評
し
た
。 

こ
の
句
の
良
さ
と
字
の
う
ま
さ
が
法
隆
寺
の
景観
と
映発
し
合
っ
て
い
る
と
い 

う
の
で
あ
る。
！

一一！̂
の
5
5̂

山
も
テ
レ
ビ
の「人
間
大学
」
で
文学
碑
の
鑑
賞 

に
こ
う
い
う
見
方
を
し
て
い
た
よ
う
に
思
う。

㈢

臼田亜
浪先生

 

久
山
さ
ん
は、
そ
こ
に、
臥
風
が
二
十
四
才
で
松
高
に
赴
任
す
る
直
前
に亜
 

浪
先
生
に
逢
い、鬈

一
^

^
」
に驽
し
た
と
書
い
て
い
る
が、
石
靡
句 

と
の
出
合
い
は
も，ネ
ノ
し
古
く、
大
正
五
年
で
あ
る。
こ
の
年
岡
山
中学
を
卒 

業
し
た
臥
風
は、
岡
山
の
六
高
に
 

一̂
^

だ
け
在学
し
た。
こ
の
時
寮
の
室
長 

を
し
てい
た
藤
田
山
夢(後
に
司
法
官
に
な
る)
さ
ん
の
手
引
き
で
「石
楠
」

に
入
っ
た
の
で
あ
る。

六
高
を
す
ぐ
や
め
て
翌
芏
足
都
の
三
高
に
入
り
直
し
た
の
は、
無
試験
入学
 

と
い
う
の
を潔
し
と
し
なか
っ
た
か
ら
で
あ
る。
こ
の
決断
は
臥
風
に
幸
運
を 

も
た
ら
し
た
。三
高
の
自
由
の
校
風
は
臥
風
の
性
格
に
ぴ
っ
た
り
で、
校内
で 

蠢
外
で̂

1
¢

春
を満
喫
す
る
こ
と
が
出来
た。更
に
隣
り
の
京
大
は、
明
治 

三
十
九
年
に
文
科
大学
が
設
置
さ
れ、
開学
し
て
十
年
ぐ
ら
い
で
あ
り、
草
創 

の
大
博
士
の下
に
集
ま
っ
た
俊
英
の

8

授̂、
講
師
達
が、
多数
三
高
に教
え
に 

来
て
い
た。
そ
れ
で
臥
風
はど
の
課
目
も

一
流
の
先
生
達
に教
わ
る
こ
と
が
出 

来
た
の
で
あ
る。

卯
一
郎
臼
田!
^

先
生
は
長
野
繁
諸
の
人
、
明
治
三
十
ニ
年
上
京
し
て
和 

仏

法
律学
校(現
法
政
大学
)

に
入学
、
苦学
し
て
三
十
七
年
素、
四
十
ニ 

年
や
ま
と麗
編
集
長
。
大
正
三
年、
ホ
ト
ト
ギ
ス
當
を
低
徊
,

と
難
じ、 

力
の霉
(意̂

2
表
現)
を
求
め
た。
他
方、
大
須
賀
乙
字
の
『靈
復
古

鲁
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論
』
に
感
動、
大
正
四
年
三
月
「惡
」
を
創
刊
す
る。
五
年
や
ま
と
新
聞
を 

辞
し、
俳
壇
の
革
新
の
た
め—

の̂
^

を
始
め
る。
こ
の
た
め
「ホ
ト
卜
ギ 

ス」
「海
紅
」
の
人々

と
疎
隔
す
る
こ
と
と
な
る。
俳
句
に
「ま
こ
と

」

^
^
 

め、

「ま
こ
と」
の
追
求
によ
り
人
間
の〖一̂8

が
あ
る
と
し
た。
久
山
さ
ん
が 

そ
こ
に
書
い
て
い
る
道即

人
間
道
」
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
る。

亜
浪
先
生
は
昭
和
四
年
五
月、
一
度
だ
け
松
山
へ来
ら
れ
た。
四国
.
九
州 

の
旅
で
挫
尸
か
ら
船
で徳
島
へ、
高
松
か
^
#
:

車
で
松
山
へ
着
か
れ
た。
そ
の 

少
し
前
に̂
^

線
は
松
山
ま
で
開
通
し
た。
ホ
卜、
ギ
ス発
祥
の
地
へ乗
込
む 

と
い
う
の
で、欧
州
留学
か
ら帰
っ
た
ば
か
り
の
臥
風
は
大
分
心
配
し
た
よ
う 

で
あ
る。
し
か
し、鮒
屋
の
大広
間
で
の、
こ
の
地
の
俳
人
を
交
え
て
の
句会
 

は
大
成
功
で、亜
浪
先
生
の
！
^

の
批
評
は
新
興1

を
背
負
っ
て
立
つ
人
の 

気
迫
に満
ち
て
い
て、
臥
風
達

1գ!?#」

の
誌
友
は
非
常
に
た
の
も
し
く
思
っ 

た
矣
に
臥
風
は
書
い
て
い
る
。
、

此処
に
持
っ
て来
た
桃
太
郎
の
起
上
^

^

を画
い
た
軸
は、
そ
の
晩
の歓
 

迎会
の
席
で
私
に
書
い
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る。
後
に
篠
原

^

さ
ん
は、
こ 

の
軸
を
「絵
が
良
い、
次
に
字
が
良
い、
そ
れ
か
ら
^

だ。」
と
評
し
た
が、 

こ
の

矢
車
の
響
き
一
天
晴
れ
に
け
り
 

亜

浪 

の
句
は
『臼
田亜
浪
全
句
集
』(没
後、
昭
和
五
十
二
年
刊)
に
は
^
さ
れ 

て
な
い
が、
私
は絵
も
字
も
句
も
大
好
き
で、毎
年
五
月
節
句
に
掛
け
て
い
る。 

こ
の
軸
を
書
い
て
も
ら
っ
た
時、
私
は
母
に
連
れ
ら
れ
て、
は
じ
め
て
宴会
な 

る
も
の
に
出
席
し
た。亜
浪
先
生
は
私
の
た
め
に
「棚
の
だ
る
ま
さ
ん
」
を
熱 

演
し
て
下
さ
っ
た。
そ
の
姿
が
今
も
眼
に
浮
か
ぶ。
私
が
^
校̂
ニ
年
に
な
つ た

ば
か
り
の
時
で、
こ
の
年
か
ら
第
四
尋
&

が
東
雲
小学
校
に
か
わ
っ 

た。
春蝉
の声
引
き
潮
の
音
も
な
く
 

亜

浪 

こ
れ
は
臥
風
が
お
伴
し
て
鹿
島
へ
遊
ん
だ
時
の
句
で
鹿
—
神
に
奉
納
の
扁 

額
に
も
書
い
て
あ
る
が、
臥
風も
半
折
をも
ら
って
い
る。

亜
浪
先
生
の
代
表
句
と
し
て
は、

廻国

の
あ
と
を
追
ひ
つ
つ

木曽
路
ゆ
く
我
れ
も
旅
人
散
る
木
の
葉
 

(大
九
)

郭
公
や
何処
ま
で
ゆ
か
ば
人
に
逢
は
む
 

(大
一
三
)

が
あ
る。

㈣

ドィツ留学

次
に
久
山
さ
ん
はド
ィ
ツ留学

と
「滞欧
日
記
抄
」
の
こ
と
を
書
い
て
い
る。 

麗
ニ
年
五
月
士
百
に
挫
尸
出
帆
、
昭
和
四
年
二
月
十
日帰
朝
し
た。

「滞 

欧
日
記
抄
」
は
「星
丘
」
に
は
^
ニ
年
七
月
十
七
日
分
ま
で
し
か
載
ら
な
か 

っ
た
が、戦

後
「い
た
ど
り
」
に、
初
め
か
ら
昭
和
三
年
四
月
二
十
七
日
分
ま 

で
連
載
さ
れ
た。
プ
リ
ン
ト
に
は
渡
航
中
の
五
句
が
出
て
い
る
が、
第
一
句
集 

『樹
心
』
に
は
ど
れ
も
入
っ
て
い
な
い。
『樹
心
』
に
載
っ
た
^
^
ニ
年
の
句 

は、
鈴
蘭
を
抱
へ
は
し
け
に
ゆ
ら
れ来
る
 

臥
風 

だ
け
で
あ
る。
挫一一で

鹿
島
丸
ま
で
母
が
見
送
り
に
行
っ
た
光
景
で、
傍
に
小 

^

へ
上
る
一
年
前
の
私
が
い
た
は
ず
で
あ
る。
私
は覚
え
て
い
な
い。当
時 

挫
！一
は
岸
壁
で
な
く、
は
し
け
で
船
に乗
っ
た
ら
し
い。

次
の
こ
と
ば
は私
の
分
ら
な
い
部
分
で
あ
る。
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先
生
は̂
^

か
ら帰
ら
れ
た
頃
に
は、
ど
う
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
の 

か
事
情
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
が、

深
い

！！； 8：

的
苦悩
を
持
た
れ
た
よ
う
で 

あ
る。
そ
し
て
長
い
苦悩
の
果
て
弁栄
上
人
の
開
か
れ
た
光
明
今
私
の
道
に 

入
ら
れ
た。
そ
れ
は
先
生
の
生
涯
を
劃
す
る
重
大
事
で
あ
っ
た。

.
1
.

こ
の
文
章
で、
後
半
の
念仏
に帰
し
て、
そ
れ
が
生
涯
を
劃
す
る
重
大
事
で 

あ
っ
た
と
い
う
の
は
全
く
そ
の
通
り
で
あ
る。
然
し
苦悩
と
い

5

の
が
分
ら
な 

い。
こ
れ
に
つ
い
て
私
の
子
供
達
(男
三-<

0

つ
ま
り
臥
風
の
孫
共
は
容
赦
が 

な
い
の
で、
そ
れ
は
ヵ
ル
チ
ヤー
シ
ョ
ッ
ク
さ
と軽
く
一

 1 
一一ロっ
て
のける。
し
か 

し、
私
は
中
っ
て
な
い
と
思
う。

昭
和
ニ、
三
年(
一
九
二
七、
ニ
八)
と
い
え
ば
大
正
七
年(
一
九
一
八)

に
第
一—

界
大戦
が
終
わ
り、
昭
和
十
四
年(一
九
三
九
)
に
第
二
次
大戦
 

が
始
ま
る
丁
度真
中
で、
ナ
チ
ス
は
ま
だ
政権
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た。
ド
イ 

ツ
の悪
性イ
ン
フ
レ
は
レ
ンテン、
マ
ル
ク
の発
行
に
よ
っ
て既
に
沈静
し
て 

い
た
が、
マ
ル
ク
に対
し
て
ま
だ
円
：
^

く、
日
本
人
留
董
に
と
っ
て
は
ま 

だ
幸
運
な
時
代
で
あ
っ
た。
漱
石
は当
時
の
文
部
省
の
留学
費
で
は
ロ
ン
ド
ン 

大学
の
講
義
が
聞
け
な
か
っ
た
と
何
か
で読
ん
だ
が、
臥
風
は
ベ
ル
リ
ン
大学
 

の
講
義
を
聞
い
た
上、
篇
の
よ
う
に
劇
場
へ
行
っ
て
ド
イ
ッ

择
劇
を観
た
。

(
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
に
耳
を
な
ら
す
た
め、
映画
は
ま
た
トー
キー
で
な
か
っ 

た
.タ
ン
ス
も習
っ
て、
何
と
か
いう
踊
^
が̂飾
！
^
っ
て
い
た
と
話
し
て
い 

た。
大学
の
休
み
に
は、
英-仏
.塽
^伊
-

西
(ギ
リ
シ
ャ
-
ア
メ
リ
ヵ
へ 

は
行
か
な
か
っ
た)
^
：̂
行
し、
カ
メ
ラ、
八
ミ
リ
映写
機
を
買
っ
て
撮
り
ま 

く
つ
てい
る。

身
長
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
ホ
ワ
イ
ト
.
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
な
か
つ
た
と
思

0

う。
藤
代
先
生
は
じ
め
大
家
達
に
西欧
文
化、
キ
リ
ス
ト教
文
化
に
つ
い
て
充 

4

^

ん
で
い
た
の
で、
あ
ま
り
驚
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

「滞欧
 

日
記
抄
」
を
誘
ん
で
も
あ
ま
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と
は
感
ぜ
ら
れ
な
い。
逆 

に
臥
風
は、
後
で
書
い
た随
筆
の
中
で、ヵ
フ
ヱ
の
片
隅
な
ど
で、
キ
リ
ス
ト 

教
の
全
面
的
畜
の
影
に
か
く
れ
な
が
ら、
東
^

2

な独
自
の
墨
を
す
る
ャ 

コ
ブ.
ベー

メ
的
人
物
に
遇
っ
て強
い
印
象
を
受
け
た
こ
と
を
書
き

、

§

¥
 

に
そ
う
い
う
人
に
ニ、
三会
っ
た
と
書
い
て
い
る。
逆
ヵ
ル
チ
ャー
シ
ョ
ッ
ク 

を
受
け
た気
配
が
あ
る。

㈤

笹
本戒浄
上人 

そ
う
す
る
と
、先
の̂

四
年
の
臥
風
の
深
い
精

816 苦

悩
と
い
う
の
は、 

外
か
ら来
た
も
の
で
な
く内
か
ら
の
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い。
久
山
さ
ん 

も、
事
情
は
知
ら
な
い
と
言
い
つ
つ
も、
次
の
よ
う
に
自
分
で
答
え
を
書
い
て 

ぃ
る
0人

生
の
煩
悶
が
做
^
^
の
も
の
で
な
く
人
間
の
根
本
に触
れ
る
も
の
で
あ 

る
場
合、̂

1

^

な
修
行
に
よ
っ
て
新
生
の
か
ち
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い。 

川
本
先
生
は
一
芙
を
蠢
し
、
ド
ィ
ツ
1

も
行
っ
た教
養
人
と
し
て
の
通

常
の
在
り
方
を拋
っ
て、専
修
今
花
の
道
に
直
進
さ
れ
て
い
た。
.
.
.

そ
れ
か
ら

弁栄
上
人
の
直
弟
子
の
笹
本
戒浄
上
人
と
い
^

^

が
松
山
へ来
ら
れ
て、 

で
の
隻
芯
が
あ
り、
私
は
三1

の
と
き
の
冬
休
み
を
松
山
に
止
っ
て 

聴
講
し
た
こ
と
も
あ
っ
た。
そ
し
て
川
1

生
に
倣
っ
て
木
魚
を
買
っ
て来
 

て、
下
宿
で
念仏
を称
え
て
み
た
り
も
し
た。
心
に
迫
っ
て
く
る
無
常
迅
速 

の
思
い
の
な
か
で、真
実
の
生
命
へ
の
冀
求
が、
私
に
も強
く
動
い
て
い
た
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の
で
あ
る0
…

…

臥
風
自
身
は
「霸

の
印
象
」
と
い^X

章
の
中
で
大
正
十
三、
四
^

#
、

笹 

本
上
人
が
松
高
へ来
ら
れ
て、教
官、
生
徒
に
「真実
の
自
己
」
の
話
を
さ
れ 

た
時、
そ
の
円満
な
お
顔
に強
い
印
象
を
受
け
た
と
書
く。
そ
し
て
「此
方
は 

ほ
ん
も
の
だ。
い
よ
い
よ
困
っ
た
時
に
は
此
方
の
所
へ
飛
ん
で
行
け
ば
い
い
」

と
思
っ
た
と
い
う。̂

四
年
の
夏、
臥
風
は
遂
に横
浜
の
お
寺
へ
飛
ん
で
行 

っ
た。
臥
風
は
「い
よ
い
よ
困
っ
た
時
」
が
別
に来
た
の
で
は
な
か
っ
た。
然 

し、

「本当
に
偉
大
な
も
の
が
あ
る
な
ら
ば、
そ
れ
を
握
る
に

踌
躍
し
て
は
な 

ら
な
い」
と
い
う
考
え
が
自
分
を
支
配
し
た
の
だ
と
書
い
て
い
る。
私
が
今
思 

うには、
こ
の
文
章
は
昭
和
十
二
人
が
遷
化
さ
れ
た
時
の
も
の
で
あ 

っ
て、実
際
は
い
よ
い
よ
困
っ
た
時
が
や
っ
て来
た
の
だ
と
思
わ
れ
る。
精
神 

的
苦悩
が学
生
達
に—

て
と
れ
た
の
で
あ
る
か
ら。

久
山
さ
んも
い
う
よ
う
に
、ド
ィ
ツ
文学
を専
攻
し
て
官
立
高
校
の教
授
に 

な
り、
四
年
目
に
留学
、
三
十
才
で帰
朝
し
た
の
で
あ
る
か
ら、
外

&
2

に
は 

一応
の
達
成
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る。
し
か
し、釈
尊
も
二
十
九
才 

で
妻
子
を
捨
て
て
出
家
さ
れ、
そ
の
前
に
四
^

観̂
の
こ
と
が
あ
っ
た。
西
行 

は
も
つ
と
若
く
二
十
三
才
で
出
家
し
た。
そ
の
時
小
さ
い
娘
—
か
ら
蹴
落
し 

て
い
る。
前
日
別
れ
た
ば
か
り
の
同
僚
が
そ
の
晩
急
死
し
た
た
め
と
い
わ
れ
る。 

臥
風
は
父
母
同̂

健
在
で
あ
っ
た。強
い
て
あ
げ
れ
ば
^
先
生
が
留学
出 

発
直
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る。
臥
風
は
そ
の
見
舞
に
は
行
っ
た
よ
う
な
の
で、 

恩
師
の
老、
病、
死
を
見
た
と
も
い
え
る。

し
か
し、
私
が
今
に
なつ
て
思
う
に
は、
先
程
は
逆力
ル
チ
ャー
シ
ョ
ッ
ク
 

と
い
う言
葉
を
使
っ
た
が、
何
か
が
起
っ
た
の
で
あ
ろ
う。
擧
の
ニ
年
間
、 觀

に
勉強

し
、毎
日
日
記
も
つ
け
た。
に
も
か
か
わ
ら
ず
掃国
す
る
と、
ス 

ト
ン
と空
し
さ
に陥
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
丁
度
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
に
飛
行 

機
が
入
っ
た
よ
う
に、

「西^5

有」
の
黨
か
ら
「東
一
の
世
界
へ 

ス
ー

と一
直
線
に
落
ち
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
そ
れ
は
恐
ろ
し
い
不
安
で
あ 

っ
た
に
ち
が
い
な
い。
臥
風
は
妻
子
を
捨
て
て、釈
尊
の
ご
と
く
最
初
か
ら
出 

直
そ
う
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い。
私
は
小学
二
年
生
だ
っ
た
か
ら
全
く気
 

付
か
な
か
っ
た
け
れ
ど、
そ
う
い
う
煩
悶
の
末、
笹
本
上
人
の懐
に
飛
び込
ん 

だ
の
で
あ
ろ
う。お
そ
ら
く発
心
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
で
あ
ろ
う。

こ
の
疫
本
戒浄
上
人
は
ま
ぎ
れ
も
な
く覚
者
で
あ
ら
れ
た。
『笹
本
戒浄
上 

人
全
集
』
で
略歴
を
見
る
と、
明
治
七
1

京
で
生
れ、
八
才
鎌
倉
大仏
殿
の 

樹
下
信
戒
師
に
懇
請
さ
れ
て
養
子
と
な
り、
明
治
三
十
一
年、
二
十
五
才
で浄
 

土
宗
本
校—
、
翌
年
金沢
の
四
高
へ
入学
、
三
十
五
年、
!

#

大
入学
、

元
良
勇
次
郎
博
士
に
つ
い
て
心
理学
を専
攻
す
る。
こ
の
頃
唯
物
論
全
盛
の
中 

で
「真
実

の
島
」
を
追
求
し
て、
遂
に真
我
を
自覚
す
る。
三
十
三
才
東
大 

蠢
、
大学
院
に
蠢
し
て横
浜
の
慶
雲
寺
住
職
と
な
る
。
ま
た、浄
土
宗
大 

学
、
天
台
宗
大学
で
心
理学
を教
授
す
る。
四
十
三
年
に
は、
鈴
木
大
拙
宅
で 

西
田
幾
太
郎
に
催
眠
術
に関
す
る
話
を
し
た
こ
と
も
あ
る。
大
正
ニ
年、
弁栄
 

上
人
に
初
め
て対
面
さ
れ、̂
後
指
導
を
受
け
て#

修
行
を
大
成
す
る。
大 

正
九
年、
弁栄
上
人
ご
遷
化
の
後、
光
明会
総
監
と
な
る。
昭
和
士
一
年
七
月 

二
十
六
日、
屢
一
專
で
御
遷
化、
六
十
四
才
で
あ
っ
た。
臥
風
は
昭
和
四
年
夏、 

五
十
六
才
の
笹
本
上
人
に
入
門
し、
十
二
年
御
遷
化
ま
で、
八
年
間
屢
指
導 

し
て
頂
い
た。
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㈥

俳句のスタンス

锻
本
上
人
の指
導
に
よ
り
百
八
十
度
の転
廻
を
し
た
と
臥
風
は
書
い
て
い
る 

が、
そ
れ
は
小学
校
以来
藝
同
さ
れ
て
き
た
唯
物
論
の
殼
を
破
っ
て、釈
尊
以 

来

の
：；
^

の
唯
心
論
の
殿
堂
に
入
る
こ
と
で
あ
っ
た。
^
に̂対
す
る
姿
勢
も 

変
動
せ
ざ
る
を
え
な
い。

そ
こ
に
久
山
さ
ん
も
引
用
し
て
い
る
が、
臥
風
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る。

そ
の
年
(
霜
四
年
)

の
八
月
か
ら
自
分
は
念仏
修
行
を
は
じ
め
た。仏
 

教
の
大
海
に
入
る
に
は̂̂
身
命
の
暮
を
要
す
る
。
出来
得
る
限
り
諸縁
 

を̂
?

し
よ
う
と思
つ
た。
自
分
は
俳
句
を
や
め
る
決
心
を
し
た。
勿
論亜
 

浪
先
生
の
「ま
こ
と」
と、
方
向
は
同
じ
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も、
宗教
と 

芸
術
と、
自
か
ら
途
を
異
に
す
る。
.
.
.
.

し
か
し、
松1

0
1̂

会
は
何
年̂
^

い
て
い
て
他
に
指
導
の教
官
も
い
な
い。 

そ
こ
で、
久山
さ
んも
書
い
て
い
る
通
り、

「仏
道
の
修
行
が
第
一
で、
俳
句 

は従
来
の
因縁
で
の
お1
ロい」
と
い
う
こ
と
に
し
た
よ
う
で
あ
る。
そ
こ
で 

久
山
さ
んの
書
い
て
い
る
よ
う
に
「句会
の
席
で
は学
生
の
談
論
風発
を
傍
で 

煙
草
を
ふ
か
し
な
が̂
黙̂
に
聞
い
て
い
て、
最
後
に
短
い
感
想
を
述
べ
る
の 

鲁
と
し
た
。」
こ
の
態
度
は
終
生、

「い
た
ど
り」
の
句会
に
な
っ
て
も変
ら 

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る。
私
は
句会
の
や
り
方
と
し
て
は
こ
れ
が
基
本
的
に
正 

し
い
と
思
う。
自
由
討
議
を
や
ら
ず
に
点
だ
け
入
れ
て
そ
の
多
寡
だ
け
を
競
う 

の
で
は
全1
 白
く
な
い
と
思
う。

そ
う
い
う
句会
を続
け
て
い
る
う
ち
に、
久
山
さ
ん
も
そ
こ
に
書
い
て
い
る 

よ
う
に、
臥
風
は、

段々

心
境
が
安
定
し
深
ま
る
に
つ
れ
て、
俳
句
へ
の
思
い
も
新
に
な
り、 物

心
一
如
の
到
り
得
た
段
階
で
の
表
現
を
^
で̂
試
み
よ
う
と
さ
れ
る
よ
う 

に
な
っ
て来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う。
そ
し
て
そ
れ
は
色
蕉
の
俳
諧
の
道 

と為

合
す
る
も
の
で
あ
っ
た。
先
生
は
そ
れ
を
第
二
句
集
『城
下
』
の
後 

記
で
次
の
よ
う
に
書
か
れ
た。

「私
は
俳
論
な
る
も
の
を
殆
ん
ど読
ん
だ
こ 

と
が
な
い
が、
私
な
り
に
一
つ
の
方
向
み
た
や
う
な
も
の
が
出来
上
っ
て
い 

た
。
ロ
ダ
ン—

リ
ル
ケ—
更
に
直
截
で
明
確
な
『色即
是
空
』
と
つ
づ 

く

漠
然
と
し
た
一
路
線
で
あ
る。」
先
生
は
^#̂

1
1？

の1

で
か
ま
び
す
し 

く
な
っ
て
ゆ
く俳
壇
を
離
れ
て、仏
道
に1

さ
れ
な
が
ら
句
作
さ
れ
た。

そ
し
て
そ
の
こ
とが仏
道
に触
発
さ
れて
形
成
さ
れ
た
色
焦
^
^
の
本
道
に 

先
生
を
送
り届
け
た
の
で
あ
ろ
う。
そ
の
上
に
先
生
に
は
「ロ
ダ
ン

I

リ 

ル
ケ
」
と
言
わ
れ
る
西
洋
の
近
代
芸
術
の
息
吹
き
が
入
っ
て
い
る。
そ
こ
に
一 

先
生
の
句
の#
^

の
よ
う
な
色
と
響
と
冷
さ
を
持
ち
な
が
ら、
ど
こ
か
近
代
-24 

的
に清
新
さ
と繊
細さ
を
も
っ
た
基
調
が
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
の 

で
あ
る。

此処
に
は
臥
風
の
俳
句
を
作
る
ス
タ
ン
ス
の
取
り
方
が
語
ら
れ
て
い
る。
つ
ま 

り
軸
足
を
「色即
是
空
」(久
山
さ
ん
は
「無
心
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い 

る、

「三
昧
」
で
も
よ
い
し、

「東
—

無」
で
も
よ
い
)
に
し
っ
か
り
据
え 

句
を
つ
く
る
わ
け
で
あ
る。
ィ
チ
ロー
が
軸
足
を
決
め
て
「無
心
」
で
バ 

ッ
ト
を振
る
と
二
百
本
以
上
:̂

が
出
る
と
い
う
の
にち
よ
っと
似
て
い
る。

久
山
さ
ん
は
臥
風
の
生
涯
打
率
を
か
な
り
高
率
と
見
て
く
れ
て
い
る。

軸
足
に対
し
て
振
り
出
し
て
行
く
足
に
ロ
ダ
ン.
リ
ル
ケ
の
線
が
あ
る
わ
け 

で
あ
る
が、
臥
風
は
ロ
ダ
ン
の
作
品
を沢
山
見
た
の
だ
ろ
う。
百
科辞
典
で
見 

る
と
一
八
四
〇
—
一
九
一
七
年
の
人
だ
か
ら
臥
風
が
留学
す
る
十
年
前
に
死
ん 

#



だ
人
で
あ
る。

「建
築
の装
飾
に
す
ぎ
な
か
っ
た
彫
刻
を
近
代
芸
術
と
し
て
出 

発
さ
せ
た」
と
か、

「彼
の
求
め
る真
実
は
人
間
の内^2

な
も
の
に
む
け
ら 

れ
た
」
と
か
い
ぅ説
明
が
書
い
て
あ
る。

リ
ル
ヶ
は
一
八
七
五
年丨
一
九
二
六
年
の
人
だ
か
ら
臥
風
が
ド
ィ
ッ
へ
行
く 

前
年
に
死
ん
で
い
る。
彼
の
詩
は
新
ロ
マ
ン
派
と
呼
ば
れ
て
「

1

に
お
け
る 

生
の
震
」

(
^

一一
的
思
想)
を
書
き、
『神様
の
話
』(
一九〇〇
年
)

が
あ
る。
第
三
期
に
ロ
ダ
ン
に
傾
倒、
愛
と
孤独
と
死
を
書
い
た。
『
マ
ル
テ 

の
手
記
』
(

一
九
一
〇
年)
が
あ
る。
臥
風
の
句
に

リ
ル
ヶ読
み
妖
し
き虫
の
夜
と
な
れ
り
 

臥
風 

が
あ
る。

㈦

句 

碑

臥
風
誤
は
ニ
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
久
山
さ
ん
が
そ
こ
に
書
い
て
い
る 

城
山
が
見
え
て
ゐ
る
風
の
猫
柳 

で
あ
る。̂

が
建
っ
た
の
は
！

な
の
で
「見
え
て
い
る
」
に
し
て
い
る。 

持
田
の旧
校
地
に
あ
る
と
い
ぅ
の
は
現
在
の
愛
^

<学
附属
睾
校
の
こ
と
で 

あ
る。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の真
中
に
^

湧
水
の
二
十
五
米
プー
ル
が
あ
り、 

そ
の
水
が
西
へ
流
れ
出
て
松
山
中学(
1

山
1咼
)
の
北
の
田
圃
を
小
川
と 

な
っ
て
流
れ
て
い
た。
そ
こ
に
猫
柳
が
あ
り、
城
山
が
見
え
て
い
た。

句
碑
の
石
は
か
な
り
の
大
き
さ
で
何処
か
ら
運
ん
で来
た
か
知
ら
な
い
が、

卜
ラ
ッ
ク
の5¢#

が
か
な
り
か
か
っ
たと
母
が
言
っ
て
い
た。
先
の
法1

の 

一+
^

暴
に
は
及
び
も
つ
か
な
い
が
、
近
く
の
^

^

高
の
グ
リー
ン
の
講
堂
や、 

松
一咼
^

記
今I

に一—
年
の
生
徒
が
植
え
た
銀
杏
が
大
樹
に
な
っ
て、
一
つ
の 

雰囲
気
を
出
し
て
い
る。

も
う
一
基
は
新
居
浜
の
樂
建
境内

に
あ
る
。

す、
き
の
葉
み
な
す
き
と
ほ
り
月
の
空
 

臥
風
 

， 

で
あ
る
。霜
九
年
の
句
で
『樹
心
』(第
一
句
集)
の
中
の
句
で
あ
る。
太 

山
寺
で
作
っ
たも
の
と聞
い
て
い
る。
こ
れ
は̂

9

浜
の
臥
風
フ
ァ
ン
の
人々
 

が̂
!

し
て
建
て
て
く
れ
た
と
話
し
て
い
た。
な
ん
で
も
臥
風
は
そ
の
人
達
と 

羣

川
^

^

ま
で
石
を
探
し
に
行
っ
た
そ
う
で
あ
る。

こ
の
句
碑
も
樂
ダ
ム
の
湖
水
に
面
し
た、
丘
の
上
の
の
境内

に 

建
っ
て
い
て、
宏々

と
し
た
景観
に囲
ま
れ
て
い
る。

㈧

恩師と弟子

 

久
山
さ
ん
は
最
後
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る。

私
は
先
生
に
よ
っ
て
大
切
な青
春
の
時
期
に、
宗教
に
よ
っ
て真
実
の
人 

生
を
生
き
る
人
の真
摯
な
姿
と
い
う
も
の
を、
身
近
に
見
る経
験

を与

え
ら

25 

れ
た。
そ
し
て
同
時
に
自
然
と
人
間
と
一体
に
な
っ
て
生
き
る
俳
句
の

^
;
 

一 

に
導
き
入
れ
ら
れ
た。
そ
れ
は
私
に
1

の
世
界、
さ
ら
に
良寛
や
ア
ッシ 

ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
の黨
へ
の関
心
を
開
く
一
つ
の
契
機
と
も
な
っ
て、
私 

の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
出来
事
と
な
っ
た。
其
後、
私
は
何
人
か
の
人
生 

の
帥
と
呼
ぶ
べ
き
人
に
邂
逅
し
た
が、
そ
の
初
め
の
人
は
川
^
風̂
先
生
で 

ぁ
っ
た。

こ
の
最
後
の
所
で
何
故
良寛
や
フ
ラ
ン
シ
ス
が
出
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
思
っ
て 

い
た
の
で
あ
る
が、
先
程
の
リ
ル
ケ
の
汎
神
一

1
2

思
想
と
い
う
の
で
思
い当
っ 

た。
臥
風
は
昭
和
四
年
に
笹^!
人
に帰
依
す
る3

2

か
ら、仏
教

の
「一
切 

の̂
仏̂
心
あ
り
」
と
い
う
思
想(大
正
十
一
年
「石
楠
」
に
書
い
た随
筆
)

に
注
目
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る。
こ
れ
は
「山
川
^一̂
禾
餐
成仏
」
と
い
う
句



の
解釈
だ
と
思
う
が、
す
る
と良寛
が
筍
の
た
め
に
床
を

3

4

い
た
り、
フ 

ラ
ン
シ
ス
が-6

¢
!

に説
法
す
る
こ
と
と
き
れ
い
に
繫
が
る。
久
山
さ
ん
の
場
合 

は、
宗教
面
で
は
念仏
か
ら
キ
リ
ス
ト教
へ、
臂
は実

作
か
ら
芭
蕉
.
良寛

,

フ
ラ
ン
シ
ス
の̂

へ、
ド
イ
ツ
！^で
は
後
に
ケ
ル
ケ
ゴー
ル
の
ド
イ
ツ
11110

か
ら
の
齟訳
を
何
点
か
出
す
と
い
う
ふ
う
に
展
開
し
た
が、
臥
風
の
三
人
の
恩 

師、
笹
本
戒浄
上
人、
臼
田亜
浪
先
生、
藤
代

一̂
-<

先
生
か
ら
得
た
も
の
を
見

事
に
お
弟
子
に
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う。

こ
れ
を
松
高
三
十
年
の歴
史
で
見
渡
す
と、
先
す
宗
1

で
の
影
響
で
あ
る 

が、
念
；̂
行
を
臥
風
か
ら
知
っ
て、
生
涯
こ
れ
を
捨
て
な
か
っ
た
者
が
約
三 

丈
。
久
山
さ
ん
の
よ
う
に
後
キ
リ
ス
ト教
へ
行
っ
た
人
も
ニ、
三
人
は
い
る 

よ
う
だ
が、
東専

一
郎
さ
ん
(こ
の
久
山
さ
ん
の
文
章
の
中
で
は
同
級
生
の
東 

^
:
)

の
よ
う
に、
京
大
へ
行
っ
て
か
ら
久
松真
一
先
生
に
出
遇
っ
て禅
に
進 

ん
だ
人
も
い
る。

次
に
俳
句
で
あ
る
が、
松
一霉
句会
で
臥
風
に
習
っ
た
人
で、
今
^
?
を 

作
っ
て
い
る
人
が
何
人
い
る
か
見当
も
つ
か
な
い。
有
名
な
の
は
篠
原
梵、
八 

木
#
1
^、
西
垣
脩
と
い
っ
た
人
で
あ
る
が、
こ
れ
は
臼
田亜
浪
先
生
が

1
乐
に 

居
ら
れ
て、
一̂
に
進
ん
だ
人
が
！！^
」
で1

し
た
か
ら
で
あ
る。

ド
イ
ツ
峯
に
つ
い
て
は
、
愛
^
<学
に
な
っ
て
か
ら専
攻
生
を
受
け
た
わ 

け
で
あ
る
が、
現
在
京
大教
授
の
飛
腰
節
さ
ん
が
い
る。
臥
風
の
ド
イ
ツ
文学
 

に関
す
る
文
章
を
集
め
た
『ゲー
テ
^3

外
』
と
い，朵
が
あ
る
が
、
こ
れ
の 

後
記
に
臥
風
の
ド
イ
ツ
語、
ド
イ
ツ
文学
に関
す
る
貴
重
な、
あ
り
が
た
い
文 

章
を
頂
い
て
い
る。
面
白
い
こ
と
に
こ
の
^
!
?

先
生
が、̂

前、
近
—

堂 

に
通
っ
て禅
を習
つ
て
い
ると

い

を
下
さ
つた。

つ
ま
り、
笹
本
上
人、亜
浪
先
生、
素
人
先
生
と
い
う
日
本
最
高
級
の
師
匠 

に
出
遇
う
と
い
う
幸
福
を
得
た
臥
風
が、
良
き
お
弟
子
に
も恵
ま
れ
て、
こ
の 

窗

と
い
う
街
だ
け
に
住
み、戦
前、戦
中、戦
後
約
六
十
年
の
生
活
を続
け、 

八
十
三
才
で
ま
あ
天寿
を
全
う
し
た
の
は、
息
子
の
私
か
ら
見
て
も
震
な
人 

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す。

や
は
り
賞
め
過
ぎ
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か。
割
引
き
し
て
お
聞
き
取
り
に
な 

っ
て
下
さ
い。

六
年
十I

月
例会

講
褒(会

0110
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子
規
と
周辺
の
人々

に
閨
す
る研
究
論
文

子規記念博物館編

正岡子規

子
規
庵
の
庭
士
昆
漱
「主
暴」
1号

平
成
4
、
11 

子
規
庵
の
一
夜
野
上
洋 

1
1
1:#」

1号

平
成
4

、
11 

ぬ
れ雑
巾
正
岡
明
「主

1号

^
1
3
4
、
11 

子
規
庵
の
女
た
ち
の
愛
と
^

^

佐
—

子

「青
幡
」

1

平
成4
、
11 

霍

の随

筆
よ
り
池
田
は
る
み
「13
幡」
1号

！̂

4

、
11 

邊
岸
の
思
い
出
湯
村
永
子
「青
幡」
1号

平
成
4
、
11 

『朦
六
尺
』
とフ
ラ
ン
ク
リ
ン
の

『
4111̂

』

森

田

孟

「主
暴
」1号
 

平
成 
4
，、
11

子
規
と
左̂

<

と
の
出会
い清

水
万
佐
秀
「青
幡」
1号

平
成
4

、
11 

子
規
に
つ
い
て清

水
万
佐
秀
「主
暴」
1号

平
成
4
、
11 

子
規
と
時
鳥1：~
2

小
野
寺
幸
男
「1

」
1号

平
成
4

、
11 

子
規
を
め
ぐ
る
人
に
光
を
『子
規
の

こ
と
な
ど
』
籠
原
芙
ニ
子
「青
幡」 

8号

平
成
6
、

3

「盂
呈
の
墓
」
考
伊
吹
純
「青
幡」
8
,

9号

平
成
6

年
4
,

5
 

子
規
の
手
紙
「今

I

便
ヨ
コ
シ
テ
ク
レ
ヌ
力」

鏡
和
夫

「
1
1̂

」

9号
 

平
成
6
、

5

！
の
身
丈
に
つ
い
て
伊
吹
純
「青
幡」
12号

平
成
6
、
11

子
規
の
諷
刺
か^
#̂駡

へ
和
田
茂
樹
「星」
平成

6
、

1

1

苦斎
と
1

斎

和
田
^

^
 

「星」

平
成
6
、

2

子
規
と
落
語
和
田
茂
樹
「星」
黑

6
、

4

霍
の
嘲
駡

へ
上
.

下
和
田
^

^
 

「星」

平
成
6

、
5
.

6

久
松̂
^

公
と
正
岡
子
規
和
田
茂
樹
「星」

平
成
6
、

7

久
松
定
謨
伯
爵
と
正
岡
子
規
和
田
茂
樹
「星」

平
成
6
、

8

攝
子
規
と清

水
則
遠
上
.

下
和
田
茂
樹
「星」
平成

6
、

9
 
.10

正
岡
子
規
と
新
海
非
風
上
.

下
和
田
茂
樹
「星」
平成

6

、
11，
12

『

覧
』
私
考—

正
岡
子
規
少
年
時
作
詞
謂
書
の
こ
と

I

 

4

〜

6

清

水
房
雄
「震
ア
ラ
ラ
ギ
」

平
成
6
、

，

-
3

仰
臥
漫録择
句教

養
講
座琊)
清
崎
敏
郎
「者巣
」
平成

5
、
12

重
春
の
歌
と̂
^

田
罢

曇
「短歌」
黑

6
、

1

随
想
-

子
規
の
表
現
⑷
〜
⑷
長
谷
川
孝
士 

「揉
」

平
成
6
、
1

〜

3

正
岡
子
規
と
そ
の
周辺63〜
74畠
中
淳
「杜
1

」
平成
6

、
1

〜 

2
正
岡
子
規
に
お
け
る
芭
蕉
と
蕪
村
俊
君
^杜
鵑
花」

平
成
6

、
1

〜
12

- 2 7 -



子
規
と内
藤
世
南㈠
㈡

白
田
三
雅
「虎
杖」
平
成
5
、
じ平成

6
、

2
愚
陀仏
庵
の
子
規
と
漱
石児
玉
正
「俳
星」
平
成
^

'：

子
規
新
古17
~
24
山

下
ー

海

蠢
図
1

6

、
5

~
12 

子
規
逍遥
⑴

〜
㈤

5
^

 

「
愛葉」
黑

6
、
,~

~

12 

墨
の
俳
人
正
岡
子
規

3

青
—

子

「銀
河」
平
成
6
、
7

〜 

12
子
規
の
功
罪
金
子
洋
ニ
「にぎ
たつ」
平
成

6
、

7
 

正
岡
忠
三
郎樋

ロ覚

「群
像
」

平
成
6
、

7
 

生
前
の
子
規
の
目狺

照
市
「盂研
苎

以号
 

子
規
短
歌
と
万
葉
集”
~

“

片
山
武
「盖研
究」
巧

~
22号
 

子
規
『筲

分
類
』雑

考3
〜
6

立
川
淳
一
「子
規研
究」

ふ̂ 

号
冨
士
山
を
詠
吟
し
た
？

の
俳
句
改
雀
局寿

「子
規研
究
」

？

22 

号ぬ
れ
希丨

父
正
岡
忠
三
郎の
こ
と㈠

正
岡
明
「
丢
研
究
」

22

号

黑
6
、
10

晩
年
の
子
規上
.
中
.

下
—静

生

研
究」

平
成

6
、
9

〜

！丄子
規
の
一
句
井
上
信
興
「紫
苑」
平
成

6
、

7

特
別
蠢会

正
岡
子
規
と
俳
果
新沢

柰7
川
篇
宏
，
平
井
照
敏 

,
佐々

素
綱

「俳
句」
平
成
6
、
10 

筲
こ
そ
わ
％
文学
丨

盂
と
接
子
倉
攀
村
「毳

木
」
平
成

6
、
10

正
岡
子
規
と
海

1̂
5
6

の
俳
句I

明
治
二
十
九
年
夏
季
和
田
克
司
「大
阪 

成
溪
女
子
短
契学
研

究
紀
5

第
31号
 

锆
の翻
訳

に
就
て—
 
—

一
人3
子
規
舞
享
「俳句文学
館紀 

要」
8号

平
成
6
、

8
 

虚
子
の
子
規
像
雷
奈
美
「ひ
さ
し
の
文
繁
羅
」
23号

平
成
6

暑 

8『仰
臥
漫録
』
の
エ
ク
リ
チ
ュー

ル
井
上

'

^

「む
さ
し
の
文学
会

報
」 

平
成6
" 

8

子
規
の
小説
—

霊

文
の
前
と
後—

国

中
浩
「む
さ
し
の
文学
会
報」 

平
成
6 

8

「熊
手
と
提灯
」I

子
規
？̂
^

の
一
例
と
し
て1

松
田
昌
哉
「む 

さ
し
の
文学
4
顯
」
23号

平
成6
、

8

戛
目漱石

夏
目
漱
石
の隶
説

を読

む
森
知
史
ほ
か
「国
文学
解釈
と
鑑
賞」

平 

成
6
、

1

碧
と
そ
の辕

第
ヰ
部
1

〜
じ
江
蒙
霜
平
成
ら
、
ひ
じ、 

6

、
2

〜

11

夏
目
漱
石
著
書
目録
1

,

2

「古
書
通
信」
平
成
6
、
1
,

2

か
ら
告
白
へ
漱
石
と
そ
の
時
代
第
三
部
に
つ
い
て
江
藤
淳丨

古
井
書
「新潮」
平成

6
、

1

。
ハ
リ
の漱石武田勝彦平成

6
、

3
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『こ
こ
ろ』
の
遣
書
の
構
造
と
意
味
江
種満
子
「国
語
と国
文学
」

平 

成 
6
.
3

漱
石
の徴
1

否
！̂一

「子
規研

究
」
20号

平
成6
、

4
 

『明
暗
』
論 

女
と
し
て
の
お
延
と
男
と
し
て
の
津
田
に
つ
い
て

 

飯 

田
祐
子
「文学
」

平
成
六
春号
 

，

『そ
れ
か
ら』
の
漱
石
高
！̂
爾

「新潮」
平成

6
、

6
 

漱
石
の
豪
阪
田寛
夫
「狩」
平成

6
、

7
 

漱
石
.

そ
の
俳
句
と
人
生
：@

0麦

男
「俳
句
と
エ
ッ
セ
ィ」

平
成
6

、 

8
漱
石
と
相
生
由
太
郎
楠
谷
秀
昭
尿
潮
」

平
成
6
、
10 

『道
草
』
の
ヒ
ス
テ
リー

江
震
子

 

1
1
0
語と国
文学
」
平成

6
、
12

そ
の
他

続
.
旱
俳
人
列伝
.

柳
！
^

堂
1

~

8

池内
けい吾
「春耕」
平 

成
6

，
1
^
0
0

続
.

伊！̂

人列伝

.

村̂

月
1

〜
4

池内
け
い
吾
「春耕」
平 

52
6

、
9

~
12

襄

，

ホ
トト
ギ
ス
俳
句
^

^
 

「ホ
トト
ギ
ス
」

平
成
6
、
1
~

2
、 

4
〜
8
、
10
〜
12 

明
治
の
^

5

'史
に
つ
い
て草
間
時
彦
「操」
平
成
6
、

1
 

五
百
五
十
句研

究50
~
61
「花
鳥
諷
詠」
孟

6
、
1〜
12 

伊！̂
人録

25
〜
33
白
田
三
雅
「虎
杖」
平
成
6
、
3
~

5
、
,~

~

 

2
 

\

8̂；̂
？

を
見
直
す1
〜

3
 

「俳
句」

平
成
6

、
10
~
12 

虚
子
の
あ
し
あ
と咖

〜
卵
「ホ
ト
ト
ギ
ス」

平
成
6

、
1

〜
12

虚

子
論
—

静

生
「日
本
現
代
—

研
究」8

^

号

平
成
6
、

3
 

虚
子
の
人
—

写

^

句
—

講
座
!!4清
崦

敏
郎
「1

」

平
成
6

、 

6

1
0
1̂

虚
子
の
俳
論
に
見
る
多
重
表
現
阿
1

文

「俳句文

^

^

紀一̂
 
8
 

平
成
8

虚
子
と
は
ん
女
堀
流
水
子
「
1

」
1
^
3
6
、

8

キ
ュー
ガー
デ
ン
の虚子石川星

^
;

!

^

鳥
諷
詠」
平
成
6

、

9
河東碧
1

1

~
10

「俳
^
」
平成
6
、
3

〜
12 

碧
1

と
天
郎
1

9
|

^

「子
規研
究
」221
6

、
10 

野
間叟
柳
弘
田
義
定
「
糸
瓜」
平成

6
、

5
 

村
上薺
月
「大̂
^

日
記
句
抄
」
の
こ
と
-

^
趙

「せ
き
れ
い
」

平
成 

6
-

1
*
2

晩
年
の
東
洋
城
先
生
松
岡
六
花
女
「渋柿
」
平
成

6
、

1
 

広辞
苑の野ロ里井「
渋柿」
平成

6
、

2
 

簡
山
麓
の
東
蔻

先
生
高
崎
古
秋
「渋柿
」

平
成
6
、

4

寅
日
子両
吟
歌
仙
「冬
空や」
の
卷
私
解
野
ロ
里
井
「渋柿
」 

1

^
6
、

6

栗
の
里
伊！'
^-3

に
城
師
の
句碑
建つ米田

1

子
「嵌
柿」
平成

6
、 

8

「
1
¢
¢

城
寅
日
子両
—

仙
冬
空
や
の巻
私
解
」
！！
^
後
鈴
^#

山
洞
「被

一 29-



柿
」

平
成
6
、

9
 

基
博
に
寄
託
さ
れ
た
東
盡
遣
墨
三
由
孝
太
郎
「淡柿
」

平
成
6

、 

10

内

薦
雪
と
雅号
畠

中
淳
「子
規研
究」
19号

平
成
6
、

1
 

内

雪
の
奇
行
逸
話

¢
5
-

淳

「む
さ
し
の
文̂
4

羅
」
也23
平
成
6
- 

8
松
山
の
草
田
男
墓
碑
福
田
甲
子
雄
「糸
瓜」 
$

6

、

9
 

俳
句気
ま
ま歩
き
(6)
芝
不
器
男
の
里
松
野
町
1

時
彦
「俳
句研
究」

蛋
6
、

6

朱
燐
洞
の
人
と
俳
句
33
~
43
豊
田
美
奈
子|

「̂
3

」

黑
6

、
1

~
 

3

、
同 
5
 
〜
12

朱
燐
洞
の
孤独

の
山
木曽
聡

「井
泉」
40号

^
1
3
6
、
11 

一
茶
を
め
ぐ
る
六
人
の
女
森
幸
子
「操」
1
^
3
6
、

3
 

小
林
一
茶
备

田
樗
堂
森
孝
「
揉
」
平成

6
、

6

越
智
ニ
良
遺
稿
集
補
遺

川柳論片

灰
川
柳
眼
を
以
て
社会

を
見
れ
ば
、
滑
稽
の
事
が
多
い
。
そ
れ
を
獲
に
切 

り
回
す
の
が
川
柳
の
超
然
た
る
所
で
あ
る
。
そ
う
し
て

I読

誰
に
も
解
し
得 

る
通、潜

た
る
事
が
川
柳
の
特
色
で
あ
る
。

赢
六
ヶ
敷
い、
解
し
難
い
も
の
は
、
何
で
も
好
ま
し
く
な
い

が
、

川
柳
に
は 

尚

更1観

で
あ
る
。

灰
川
柳
に
し
て
、
在来

の
滑
稽
詩
に満

足
し
、即
ち
古
人
の
糟
糠
を
嘗
め
、 

脱
し
な
い
で
は
に
圭
角
を
認
め
ら
れ
ま
い。

成
松
山
は
明̂̂
句
の
源
泉
地
で
あ
る
。
が
ま
た
川
柳
の
最
も
盛
ん
な
地
の 

一
つ
で
あ
る
。

赢
芭
蕉
の
「初
時
雨
猿
も
小
蓑
を
欲
し
げ
な
り
」
の
句
に、
政
子
は
「そ
ん 

な
ら
ば
色
蕉
小
蓑
を
や
れ
ば
好
い
」
と
や
っ
た
。
俳
句
の
聖
人
も
川
柳
に
か 

け
て
は
ぐ
うの
音
も
出
な
い
。

赢
俳
句
は
幽
玄
で^

が
あ
り
、
川
柳
に
は
、|種
さ
ぱ
け
た
、砕
け
た
趣 

味
が
あ
る
。̂
り
に̂
^

す
べ
き
で
な
い
が
、
今
の処

俳
句
は
防
守
的
で
バ 

柳
は
攻̂

だ
か
ら
面
白
い
。

灰
あ
る
点
に
お
い
て
川
柳
は
^
?
よ
り
超
然
優
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
無 

理
な11

¢
2

で
は
な
い
。

赢
3
3柳
の
味
を
知
り
、̂̂
を
解
す
る
よ
う
に
な
る
と、
俳
句
の
沈
！
^
に
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な
る
。

赢
人
間
は
社4茜
1

あ
る
か
ら
、
晨
の
景
を
詠
う
た
俳
句
よ
り
も
、
社会
 

人
事
風
俗
を
滑
繫
し
た
川
柳
の
方
が
余
程
面
白
い
。 

赢
不
景気
な
芭
蕉
の
句
よ
りゝ^齡
&
超
然
的
なー

茶
の
句
の
方
が
感
興
を 

吾
人
に
深
く与

え
る
と
言
う
の
は
、
つ
ま
り
一
茶
の
方
が
川
體
を
も
っ
て 

い
た
か
ら
だ
。

萌
治
四0
、
ニI、

一
四)
(

海
南—
)

可 

笑 

味

赢
川
柳
と
は
何
ぞ
。
い
ろ
い
ろ
に
六
ケ
敷
い
解釈

も
あ
ろ
う
が
、
ザ
ッ
ク
バ 

ラ
ン
に
「笑
は
せ
る
十
七
字
詩
」
と
解
す
る
。

赢
笑
は
せ
る
と
云
ふ
以
上
藤
論
笑
は
せ
な
い
も
の
も
あ
ら
う
が
)
ど
う
し 

て̂
\

少
の
味
」
が
含
ま
れ
て
な
く
て
は
な
ら
ぬ。
可
笑
味
と
云
つ 

て
も、
下
劣
覆
は
勿
論
肆
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
福
妙
」

1
*1

 

落
」

「滑
稽
」
「穿
ち
」

「諷
刺
」
等
が
川
柳
の
本
領
で
あ
る
。
そ
し
て

^
 

等
は
み
なI

の
「可
笑
味
」
に
外
な
ら
ぬ
。

赢

「可
笑
味
」
は
川
柳
の
秦
で
あ
る
。
且
つ
又
川
柳
以
外
の
雙
に
よ
っ 

て
表
し
得
な
い
所
で
あ
る
。
川
柳独
得
の
異
彩
で
あ
る
。
又
滑
稽
的
蝨
芒
、 

強

く
行
っ
て
：
^

味
の
好
い「一

!
!
!」

、

み
な
川
柳
の
特
長
で
あ
る
が
、
い 

づ
れ
に
し
て
も、
滑
稽
可
笑
味
は
含
ま
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

赢
こ
れ
ま
で
川
柳
は、

司
—
と
誤
解
せ
ら
れ
て
ゐ
た
余
波
か
ら
し

て、
目
先
の変
っ
た
こ
と
を
し
よ
う
と

' 

一
筋
に
高尚
々
々
と
新
奇
を
街
ふ 

の
は、
其
の
抱
負
は
喜
ふ
べ
き
だ
が
、
其
の処

置
を
得
な
い
で
、
却
っ
て
有 

麗
惑
で
あ
る
。高尚

優
美
を
表
は
し
た
く
ば
、歴

と
し
た
俳
句
も

あ
る
で 

は
な
いか
。
や
は
り
川
柳
の価

値
は
滑
稽
に
あ
る
。

灰
高尚

の
中
に
も
可
笑
味
が
添
う
れ
ば
そ
れ
こ
そ
川
柳
の

-4一

で
あ.る
。

X

今
の|

種
高尚
々
々

と
云
ふ写

蠢
壤
の
と
ら
ぬ
と
こ
ろ
、
や
は
り
川 

柳
の
特
色
は
、
滑
稽
、

「

1

味
」
に
あ
る
と
思
ふ
。叙
事
に
で
も叙

景
に 

で
も叙

情
に
で
も、
ど
う
し
て
も
一
種
の

「
1
5̂

味
」
は
含
ま
れ
て
ゐ
な
け 

れ
ば
な
る
ま
い
と
思
ふ
。

(
明
治
四
一、I、

ニ
)

(

海
南
新
聞)

撮 

影

「ム
「日
は
撮
る
か
な
」

と̂
^

呂
も
這
入
っ
て来
る
。
近
眼
子
の
病
床
を囲

ん
で
座
っ
た
の
が
哲
笑 

子
、
川
影
子
、
！

子
、
抱
春
坊
、
そ
れ
か
-
^
「日
は写
真

師
の
格
で
加
藤 

の
由
さ
ん、
そ
れ
に
罢
芎
柳
眼
子
は
向
ふ
の
間
で
ォ
ル
ガ
ン
を弾

い
て 

い
る
。

写
真

を
撮
すと
云
ひ
出
し
た
の
は
、
も
う

|

週
間
ば
か
り
前
、そ
し
てニ 

三
度赢
ま
っ
た
が
、
い
つ
も
雪
も
よ
ひ
で
、
室内

に寝
て
い
る
近
眼
子
を 

写
す
に
は、
あ
ま
^
線̂
が
鈍
い

と
云
ふ
の
で
、
遂
々

今
日
にな
っ
た
の
だ
。 

近
眼
子
はこ
そ
自
由
ぢ
ゃ
な
い
が
、
仲々

の
元気
で
、
い
つ
も寝
て
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ゐ
る
か
ら
、読

書
を
や
る
、
大
抵
な

1

雑

誌
を読

む
。
だ
か
ら
何
で
も
よ 

く
知
っ
て
ゐ
る
。従
っ
て
難
解
の
句
な
ど
は
近
眼
子
に
訊
く
、
大
抵
は
わ
か 

る、
同
人
の
一
面
、教

師
な
の
だ
。

川
眼
子̂
^

る
、
み
な揃
ろ
ふ。
柳
眼
子
も
オ
ル
ガ
ン
を
や
め
て来
る
。 

障
子
を
み
な
外
す
。
近
眼
子
を
布団

と

I

所
に
椽
近
か
く
引
っ
ぱ
り
出
す
。 

「こ
、
で
好
え
か
な
」
 

’

「滋
ち
や
ん
も
っ
と
後
ろ
い
、
お
前、
そ
う
そ
、
う
ん
も
う
ち
い
と
下
り
や
、 

二
人
な
る
た
け
近
よ
っ
て
、
あ
、
そ
う
そ
。」

由
さ
ん
は
頻
り
に
ヒ
ン
ト
を
合
は
す
。

写
真
屋は獅子う
づくまる
姿なり 

と
云
ふ
誰
や
ら
の
句
を
思
ひ
出
す
。

「そ
う
そ
、
そ
れ
も並

べ
と
お
き
、
柳

^

^

を
見
え
る
や
う
に
お
し
よ
」

と、
川
柳
入
門
や
、
大
全
や
、
川
柳
抄
や
、

^
6

や、
川
柳
の

11̂

を
あ 

り
っ
た
け並

べ
る
。

「柳̂
4
33：

と
か
い
て
貼
っ
と
こ
や
、
ど
こ
ぞ
い
」
と

^

^

呂
が
云
ひ
出
す
。 

「誰
ぞ
が
持
つ
の
よ
」

「そ
れ
よ
り
、
例
の
癖
を
紙
い
か
い
て
み
い
な
が
も 

と
や
」

「ィ̂
"丨
、
宜
か
ら
う
」
哲
笑
子
が
妙
な声

を
出
す
、
ィ

-̂
-
-

云̂
ふ
感
歎

詞
が
哲
笑
の
函
の
く
せ
」
な
の
だ
。
確
か
に
と
云
ふ
の
と
、
ァ
ハ
ァ
ハ
、 

ヽ
ヽ
と
云
ふ
哲
笑

1
4
^

の
笑声

も
あ
る
。

「糞
も
た
ら
ん
」
こ
れ
が
$

8

の
口
癖
、

「弱
っ
た
」
と
云
ふ
の
が
緋
威 

子
の
癖
、

「弱
っ
た
」
は
柳
^

^

の
流
行
に
な
っ
て
了
っ
た
。
犬
に
^
^
の 

あ
る
間
投
詞
と
な
っ
た
。

「ア
ツ
川
影
子
」
こ
れ
が
川
影
子
の
口
癖
で
、

「

馬
鹿
云
へ
」
も
そ
の
一
つ
だ
。

「
も
う
^

^

^
を
せ
う
か
な
」

白
毛
布
の
上
へ
座
っ
て
ゐ
る
の
だ
。
川
影
と
哲
笑
と
が
重
な
っ
て
、
^

<

の
臥 

床
の
近
眼
子
に
柳
眼
子
が凭

れ
る
。
川
眼
子
は
椽
に
腰
を
か
け
て
、
緋
威
、
布 

衣
：
抱
春
が
重
な
る
。

憂
と
シ
ャ
ッタ
ー

の立
日
が
す
る。

「
ア
ラ
も
う
済

ん
だ
ん
か
な
」

「し
も
た
笑
ひ
ょ
っ
た
」

「私
も
知
ら
な
ん
だ
」

落
し
物
で
も
し
た
や
う
な気
。
室
に
人
っ
て
、
障
子
を
入
れ
て
、
ま
た雑
談
を 

初
め
る
。̂
^

呂
は
ハ
モ
ニ
カ
で
六
段
を
や
る
。
(
二
月
七
日)

萌
治
四I

、
ニ、I

三
)

(
^一̂

聞
)

子規会
報第六十六号

季
刊
(
四、
七、

I 

0
、

I

月
) 

発
行
日 
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国 ’' 躅

会 員様 募集中
&お 閜 い 合 わ せ は  ̂ 》いよてっそごラ南館3階

力 一 ド サ 一 ビ ス サ ロ ン 3 (0899)48-2630
いよてっそごう各店でも、ご入会 のお申し込 みを承っております,:.

暮らしにお役に立ちます。いよてつそごう力一ド。

80000^80
05 1000001 <1111 一

ノ 丫 ウ |け ；
肋明

い よ て つ そ ご 5 カ ー ド  
鲁 お買い物5 % ご優待割引 
#キヤッシングサー ビス

，提携先株式会 社マツセン 、
、登鋒# 号 四 国 財 務 局 畏 ⑵ 第00051号 ノ

鲁 クイックロー ンサー ビス
(提携先株式会 社マッセン）

籲 お中元，お歲馨シー ズンのギ 
フ卜は特別価 格で

籲 いよてつそごろの駐車場が無料 
扱いに

#お得な催し索敵な集いにご招待
鲁 各種ご優待施設
万一、失くしたときも安全です。
安心してご利用いただくために、 カー ドには 
盗 難 保 険 を か け て い ま す 。 紛 失 や 盗 難 な ど  
による不正使用にも万全を期しています。 
(この保険 料はぃよてつそごうが負担 いたします，

お;!̂ わり
いよてつそごうカー ド 発 行 に 際 し て は 簡単 な 赛 査  
を さ せ て い た だ き ま す の で 、 尊 意 に 添 え な い 塌  
合 も ご ざ い ます あ ら か じ め 、ご了承ください

③
い よ て つ

松 山 ‘市駅

お
買
い
物
が5
%
ご
優
待
割
引
で/



第10回愛媛出版文化賞受賞作品
占領期における愛媛の教 育

八5判 352頁 定 価 2 .400円
野 ロ 学 著

お気 軽 にご相談下さい。
編集からお手伝 いさせて頂きます。

印 刷 6 出 版 （有）青 葉 図 書
〒790 松 山 市 小 栗  6 丁目  3 - 2 3  0 ( 0 8 9 9 ) 4 3 - 1 1 6 5

松山を代表する

銘菓「子規」， 醬油餅

0

松 山 市 道 後 湯 之 町 商 店 街

巴 堂 本 舗
丁 6 し 0 8 9 9  ( 4 1 ) 3 4 5 2

会 議，御会 食をホテル春日園へ
四 季 の 移 り 変 わ り を 楽 し め る 露 天  
岩風呂で一旬ひねってみませんか。

政府登録 国 際観 光旅館

穿 "ホテル
〒7 9 0 松山市道後鷺谷町 
0 ( 0899) 41-9156

お食事処 … かすが…
石畳 ，格子戸 ，木の香もかぐわしく 
くつろぎのときに情緒 ひとしお

新
刊
案内

¥  300


